
編集後記 たくさんの方にご協力いただきました。ありがとうございました。
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インドネシア現地法人
（PT. Oriental Consultants Indonesia）

ミャンマー現地法人
（Oriental Consultants Japan Co., Ltd.）
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（Oriental Consultants India Private Limited）
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情
熱
座
談
会

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
新
た
な
可
能
性
の
追
求

〜
「
人
口
減
少
」
と
「
地
域
経
済
縮
小
」
の
克
服
に
向
け
た
取
り
組
み
〜

特 

集
平
成
28
年
度
熊
本
地
震
に
お
け
る
O
C
の
初
動
対
応
に
つ
い
て

緊
急
ル
ポ

私
と
シ
ゴ
ト

成
長
の
キ
セ
キ
／
チ
ー
ム
力
向
上
委
員
会

中
央
設
計
技
術
研
究
所
／
ジ
ェ
ー
エ
ス
テ
ッ
ク
の
情
熱
と
や
り
が
い

ＪＳＴ生抜き第１号、気が付けば30
代最後の歳になりました。近年は優
秀な新入社員が入社しているので、
プレッシャーを感じています（汗）。

JST 春日部支社
技術部

木村 雅憲さん 

▲

34ページ
気が付けば24年。まだまだ未熟者
です。

CSE
施設部 部長

山崎 隆二郎さん 

▲

32ページ

震災復興＠ネパールで、現地の
方々に熊本の心配をしていただき、
感謝でいっぱいです。

OCグローバル プランニング事業部
農業・水資源部 技師

竹内 夏希さん 

▲

表紙
気づけばアラサー。。。女子力上げ
つつ頑張ります。

OC 関西支店
国土技術部 技師

北村 佳世さん 

▲

表紙
インドネシア国マカッサル市での生
活が5年目になりました。笑顔を大
切に、現地の人々に喜ばれる仕事
を目指します。

OCグローバル 総合開発事業部
建築開発部 技師

石川 祥平さん 

▲

表紙
少しでも社会貢献できればいいな。

OC 東北支店
技術部 技術主査

宮内 健さん 

▲

表紙
自分の技術で社会貢献できるよう
頑張ってます！ 

OC 中部支店
技術部 技師

浅野 公明さん 

▲

表紙

何もない日を大事にしたいです。

OC 関東支店
副支店長

船越 博行さん 

▲

表紙
自宅のある熊本でまさかの震災
が・・。がんばれ熊本！

OC 九州支店
技術二部 担当次長

工藤 徹郎さん 

▲

05ページ
未来ある子供達のために誇れる仕
事を！

OC 関東支店
構造部 担当次長

高城 勇一さん 

▲

05ページ
現場の皆さんに更なるご活躍をし
ていただけるよう、がんばっていき
たいです！

OCグローバル 営業本部
営業部 課長

中澤 優子さん 

▲

05ページ
色々な仕事を楽しんできるよう頑張
ります。

OC 関西支店
総合計画部 技術主査

谷本 和久さん 

▲

13ページ

どこに行っても子供はかわいい。世
界はせまくない。

OCグローバル 総合開発事業部
建築開発部 課長

松岡 建一郎さん 

▲

25ページ
世界は広い、一人は小さい、広い世
界に向かって、皆で楽しくい行きま
しょうか。

OC 中国支店
事業企画部 副支店長

後藤 忠博さん 

▲

25ページ
みんなの癒やしの場を作れるように
がんばる☆

OC 関東支店
事業企画部

志村 真紀さん 

▲

25ページ
闘わなければ男は、負け犬にすらな
れやしないw

OC 中部支店
技術部 副主幹

渡部 数樹さん 
▲

25ページ
一人の力は本当に限られたもの。
仲間を大切に、新しい出会いを大
切にしていきたいと思います。

OCグローバル プランニング事業部
都市地域開発部 技師

古田 明広さん 

▲

17ページ

カラオケの鬼です。そのへんうろう
ろしとりますので、気軽にお声がけ
くださいまし～。

OCグローバル
事務管理部

衣川 文子さん 

▲

25ページ

日本がんばる！

OC 東北支店
震災復興推進部 次長

山本 和幸さん 

▲

29ページ
日々の仕事を地道に丁寧にやって
いきたいです。

OCグローバル
業務支援室

今福 繭さん 

▲

28ページ

日々皆様に感謝しつつ、今後も精
進していきます。

OC 本社
統括本部

笠木 美那子さん 

▲

26ページ
私のパワーの源です。圧倒される
毎日ですが・・・。

OC 九州支店
技術一部 技師

国生 昌美さん 

▲

26ページ
家族の笑顔のためにがんばる！ 

OC 関東支店
プロジェクト開発部 担当次長

篠原 雅和さん 

▲

26ページ
職場の方達や家族に支えられ、毎
日頑張っています。

OC 本社
健康管理室

糸井 香織さん 

▲

26ページ

初心忘れるべからず、可能性は無
限大！

OC 関東支店
道路保全部 技術主査

坂口 浩昭さん 

▲

26ページ
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01

我が社では、真に魅力ある企業へ成長するための原動力である役職員一人一人の“情熱とやりがい”をさらに高めるために、
『情熱とやりがいプロジェクト』 として、８つの経営施策を総合的に実践しています。

『　　　　　　　 プロジェクト』とは？

【さらなる社員満足、顧客満足、社会貢献】

８つの経営施策

真に魅力ある企業へ

豊かさの
実感

個の成長

企業の
成長

バリュー

バリュー

バリュー

情熱と
やりがい

①社員数の増員
②就業環境の改善
③品質の確保
④業務処理の効率化
⑤やりがいづくり・見える化
⑥人材育成の強化
⑦チームづくり
⑧処遇の改善

ア ン ケ ー ト 結 果

02

ア ン ケ ー ト 結 果

C o n t e n t s

成 長 の キ セ キ
①公園の指定管理を通じて地域活性化を展開
②大規模商業施設の開発に伴う資料を作成
③関西国際空港の困難な構造物を設計
④ひと回り以上先輩にも考えを積極的に主張
⑤アドミ担当として国内から海外案件を支援
⑥上司や家族の理解と支援に感謝する日々

27

28

チ ー ム 力 向 上 委 員 会
震災復興への仲間意識を高めるため「ツール・ド・三陸」に3年連続参加
毎年開催し大好評のBBQ大会は社員の家族や派遣社員を含む交流の場
コンプライアンス遵守への理解を深めるため委員会を設けて、問題点を積極的に共有
週一度、全員が参加するMTGを行い担当業務の確認だけでなく、悩みや課題を共有

29

30

子 会 社 の 紹 介
中央設計技術研究所の情熱とやりがい
ジェーエステックの情熱とやりがい

31
33

ＡＣＫＧ ： 純粋持ち株会社の株式会社ＡＣＫグループの略。当社はＡＣＫグループの基幹企業。
ＯＣ ： 株式会社オリエンタルコンサルタンツの略。

OＣグローバル ： 株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバルの略。
本冊子中の略語の解説

情 熱 座 談 会
モチベーションアップの秘訣 ～その気にさせる上司×やる気になる部下～02

特  集
コンサルタントの新たな可能性の追求 ～「人口減少」と「地域経済縮小」の克服に向けた取り組み～19

O C / O C グ ロ ー バ ル の 社 員  「 は たらく社 員 の“ 笑 顔 ”第 2 弾 」25

8

私 と シ ゴ ト09
11
12
13
14
15
16
17
18

　 【防災】陸前高田市震災復興事業（CMR）［岩手県］
　 【都市地域計画】地方創生拠点となる「道の駅」を核とした地域活性化
　 【環境】エネルギー地産地消実証モデル創出事業業務委託［長崎県］
　 【交通】延岡管内道路渋滞対策検討業務［宮崎県］
　 【空港】レイ市ナザブ空港の改修拡張事業［パプアニューギニア国］
　 【軌道】ジャカルタ都市高速鉄道 施工監理フェーズ1［インドネシア国］
　 【防災・震災復興】カトマンズ盆地における地震災害リスクアセスメント［ネパール国］
　 【物流】北部地域穀物輸送網整備に関する情報収集・確認調査［ブラジル国］

7

6

5

4

3

2

1

ノー残業デーや有給休暇取得促進などを
推進するためにも、個人やチームの行動
変容が必要です。
わが社では、2015年10月から全社員が
守るべき7つの「シゴトカイゼンルール」
を設定し、実践してきました。
本アンケート調査結果を受けて、今後もさ
らなるカイゼンを進め、行動の定着、習慣
化を目指していきます。

● 

● 

● 

就業環境改善のための
『　　　　　　　　　  』の実践度合い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョン
ア
ッ
プ
の
秘
訣

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
お
客
様
の
要
求
を
超
え
る
成
果
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、チ
ー
ム
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

今
号
の
座
談
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
の
は
、中
堅
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
6
名
の
社
員
た
ち
。ご
自
身
が「
部
下
」「
上
司
」の
立
場
か
ら
実
践
し
た
経
験
か
ら
、

我
が
社
に
必
要
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
、チ
ー
ム
に
求
め
ら
れ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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に
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く
の
は
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堅
リ
ー
ダ
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場
か
ら
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し
た
経
験
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ら
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我
が
社
に
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要
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
、チ
ー
ム
に
求
め
ら
れ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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下
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緊急ルポ 平成28年度熊本地震におけるOCの初動対応について24

平成28年4月調査

出典：全社員アンケート

実践している 実践していない

0 20 40 60 80 100 %

毎朝「スケジューリング」

「外出予定」Googleカレンダーで共有化

毎日1時間「集中タイム」

毎週1回帰宅前10分間「断捨離」タイム

「会議・打合せルール」チームで徹底

「段取り」チームの合言葉

「トコトン確認行動」でチームのムダ撲滅

88.3% 11.7%

94.8% 5.2%

72.6% 27.4%

58.5% 41.5%

75.1% 24.9%

73.6% 26.4%

74.7% 25.3%



モチベーションアップ の秘訣
～その気にさせる上司×やる気になる部下～

03

タ
イ
プ
別 

理
想
の
リ
ー
ダ
ー
像

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
と
は
！？

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
像
も
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
俺
の
若
い
頃
は
…
」そ
ん
な
根
性
論
だ
け
で
、部
下
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
出
す
の
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
を
率
い
る
上
司
と
し
て
、目
指
す
リ
ー
ダ
ー
像
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
は「
上
司
の
た
め
の
部
下
」と
い
う
考
え
が
常
識
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

昨
今
で
は「
部
下
を
支
え
る
上
司
」と
い
う
、新
た
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
形
も
あ
り
ま
す
。

今
号
で
は
座
談
会
で
の
対
談
か
ら
見
え
て
き
た
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
像
と
し
て
、4
つ
の
タ
イ
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

「俺についてこい！」とグイグイ引っ張るわけではな
く、さり気なく部下を支えます。仕事の大部分を任
せ、部下からの提案を頭ごなしに否定したりしませ
ん。自分から話をするよりも人の話を聞くことが得意
で、親身になって部下からの相談に乗り、一緒に解決
方法を考えます。

協 調 性 の 高 いリー ダ ー

使命感を持ち、自らのカリスマ性で力強くリードする
力があるタイプです。部下に目標を与えて指導し、チ
ームの先頭に立って統率していきます。メンバー全員
の統一した目標を掲げることもあれば、メンバー一人
ひとりに目標を設定することもあります。

統 率 力 の あるリー ダ ー

4つのタイプそれぞれの“良いところ取り”をして、う
まくバランスをとるタイプです。チームを引っ張りつ
つも協調性を持ち、部下と議論しながらゴールに導
きます。「指導する側」「指導される側」の一線を引き
つつ、部下との信頼関係を構築します。

バランス がとれたリー ダ ー
このタイプのリーダーは、とにかく細かいところに目
が届きます。緻密で我慢強い人が多く、効率的な仕
事の仕組みづくりや部下のメンタルを含め、あらゆる
面に気を配ります。働きやすい環境を整えることで部
下を下から支え、モチベーションアップを図ります。

きめ 細 か なリー ダ ー

Type 01

L e a d e r s h i p

Type 03

Type 04 Type 02

B a l a n c e r

C o o p e r a t i v e n e s s

F i n e - g r a i n e d

04

これからの時代に求められる

リーダー像

4タイプ

OC・OCグローバル社員に見た
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工藤 徹郎（くどう・てつろう）

OC 九州支店
技術二部 担当次長
高知工科大学卒

入社後は中国支店に配属される。子会社への出向、本社
および四国支店勤務を経て、2009年より九州支店へ異
動となる。現在は主に、新設橋梁の設計に携わっている。

加藤 宏承（かとう・ひろつぐ）

OCグローバル
プランニング事業部 地球環境部
日本大学大学院了

入社後は建築開発部に配属、その後ITグループを経て
現職。建築・ICTの知見を活かし、エネルギー・水・廃棄物・
交通・通信などの連携による、低炭素社会を目指したス
マートコミュニティプロジェクトに取り組む。

type：バランスがとれたリーダー

中村 実（なかむら・みのる）

OC 関東支店
社会政策部 次長 兼 事業本部 防災事業部
九州大学大学院了／東京大学大学院了

OCに入社以来、交通計画や地域計画などに従事する。
大学で学んだ建築学・都市工学などの専門分野をベース
に、建築・防災関連事業を推進。近年は横浜駅周辺など
拠点開発など活動の幅を広げる。

部
下
の
成
長
を
促
す
た
め
、

適
度
な
負
荷
を
与
え
る
厳
し
さ
が

上
司
と
し
て
必
要
な
資
質
。

部
下
の
成
長
を
促
す
た
め
、

適
度
な
負
荷
を
与
え
る
厳
し
さ
が

上
司
と
し
て
必
要
な
資
質
。

type：協調性の高いリーダー

type：統率力のあるリーダー

一
人
ひ
と
り
の
成
長
と
と
も
に

チ
ー
ム
力
を
最
大
限
に
発
揮
。

世
界
一
流
の
コ
ン
サ
ル
を
目
指
す
。

一
人
ひ
と
り
の
成
長
と
と
も
に

チ
ー
ム
力
を
最
大
限
に
発
揮
。

世
界
一
流
の
コ
ン
サ
ル
を
目
指
す
。

部
下
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
は

上
司
自
身
が
仕
事
を
楽
し
む
こ
と
。

チ
ー
ム
で
成
果
を
高
め
た
い
。

モチベーションアップ の秘訣
～その気にさせる上司×やる気になる部下～

│
│
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
藤
　
O
C
グ
ロ
ー
バ
ル
の
地
球
環
境
部
に

所
属
し
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
C
O
2
削

減
と
い
う
観
点
か
ら
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
の
浄
化
や
廃
棄

物
の
再
利
用
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
活
用

し
た
渋
滞
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
も
従

事
し
て
き
ま
し
た
。

中
澤
　
同
じ
く
営
業
部
で
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
作
成
か
ら
契
約
ま
で
の
業
務
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
和
文
・
英
文
チ
ー
ム
が
あ
り
、
和

文
チ
ー
ム
は
主
に
J
I
C
A
に
向
け
た
日

本
語
で
の
提
案
書
を
、
英
文
チ
ー
ム
は
主
に

円
借
款
（
現
地
政
府
）
、
世
銀
、
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
等
に
向
け
た
英
語
で
の
提
案
書
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
6
名
の
う
ち
、

日
本
人
は
私
を
含
む
2
名
。
イ
ン
ド
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
多
国
籍
な

の
が
特
徴
で
す
。

工
藤
　
九
州
支
店
で
橋
梁
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
新
設
、
保
全
・
維
持
管
理
の
部
門
が
あ

る
の
で
す
が
、
私
は
主
に
新
設
の
設
計
が
中

心
。
下
部
工
の
位
置
を
定
め
て
橋
種
を
検
討

し
、
細
か
な
構
造
寸
法
を
決
め
る
な
ど
新
設

の
全
般
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

高
城
　
関
東
支
店
で
新
設
橋
梁
の
設
計
に
従

事
し
て
い
ま
す
。
私
は
2
0
1
1
年
に
キ
ャ

リ
ア
採
用
で
入
社
し
ま
し
た
。
前
職
は

1
0
0
名
ほ
ど
の
小
規
模
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
。
橋
梁
一
筋
20
年
の
経
験
を
ふ
ま

え
、
現
在
は
ニ
ー
ズ
が
多
く
な
っ
て
き
た
更

新
・
補
修
・
補
強
設
計
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

志
村
　
関
東
支
店
の
河
川
港
湾
部
に
所
属

し
、
河
川
構
造
物
や
砂
防
施
設
の
設
計
、
維

持
管
理
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
も
と

も
と
道
路
グ
ル
ー
プ
に
て
道
路
設
計
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
が
、
入
社
4
年
目
に
河
川
グ

ル
ー
プ
立
ち
上
げ
の
際
、
異
動
を
命
じ
ら
れ

現
在
に
至
り
ま
す
。
3
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
で
は
、
今
年
の
新
入
社
員
を
含
め
て
60

名
を
超
え
る
部
門
に
成
長
し
ま
し
た
。

中
村
　
同
じ
く
関
東
支
店
の
社
会
政
策
部
に

所
属
し
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
交
通
計
画
を
基
盤
に
業
務
を

拡
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
最
近
で
は
拠

点
開
発
、
例
え
ば
横
浜
駅
の
大
改
造
で
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
拝
命
し
、
業
務
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

│
│
ご
自
身
が
部
下
の
立
場
だ
っ
た
頃
の
、

上
司
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

加
藤
　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
環
境

技
術
を
扱
う
分
野
は
、
当
社
と
し
て
も
新
し

い
取
り
組
み
。
現
在
所
属
す
る
地
球
環
境
部

の
上
司
か
ら
「
ぜ
ひ
う
ち
の
部
署
に
来
て
ほ

し
い
」
と
誘
わ
れ
た
の
が
、
私
に
と
っ
て
転

機
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
ま
だ
実
績
が
乏

し
い
た
め
何
度
か
お
断
り
し
て
い
た
の
で
す

が
、
自
分
を
必
要
と
し
て
く
れ
る
上
司
の
熱

意
に
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
分
野

で
も
あ
り
、
最
初
の
頃
は
利
益
に
貢
献
で
き

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
こ
こ
2
年
く
ら
い
前

か
ら
受
注
が
増
加
。
現
在
は
6
名
体
制
へ
と

成
長
し
ま
し
た
。

中
澤
　
転
職
し
て
入
社
し
た
頃
の
上
司
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
提
案
書
は
過

去
に
作
成
し
た
サ
ン
プ
ル
を
参
考
に
作
っ
て

行
く
の
で
す
が
、「
な
ぜ
こ
う
い
う
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
が
相
応
し
い
の
か
」
な
ど
基
本
的
な

こ
と
で
も
、
質
問
を
す
れ
ば
考
え
方
か
ら
細

か
く
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
経

験
が
、
私
の
上
司
と
し
て
の
土
台
に
な
っ
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

工
藤
　
橋
梁
の
設
計
を
し
て
い
た
入
社
6
年

目
に
、
上
司
か
ら
「
橋
の
形
は
自
分
で
決
め

ろ
」
と
。
主
担
当
と
し
て
信
頼
さ
れ
た
と
実

感
し
ま
し
た
。
橋
の
施
工
が
始
ま
っ
て
か
ら

上
司
と
2
人
で
徳
島
ま
で
見
に
行
っ
た
の
で

す
が
、
自
分
が
設
計
を
手
が
け
た
現
場
を
見

る
の
は
初
め
て
。
図
面
で
は
な
く
実
物
を
見

た
時
は
感
無
量
で
し
た
。

高
城
　
前
職
は
小
さ
な
会
社
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
1
年
目
に
仕
事
を
覚
え
て
2
年
目
に

は
一
人
前
く
ら
い
の
勢
い
（
笑
）
。
自
分
の

仕
事
の
責
任
や
怖
さ
を
感
じ
つ
つ
無
我
夢
中

で
目
の
前
の
仕
事
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

上
司
は
私
に
仕
事
を
任
せ
な
が
ら
も
、
状
況

確
認
や
相
談
に
の
る
な
ど
、
何
か
あ
れ
ば
フ

ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
ま
し
た
。
O
C
は
人
材
育

成
と
い
う
面
で
は
恵
ま
れ
た
環
境
だ
と
思
い

ま
す
。
反
面
、
責
任
感
が
育
ち
に
く
い
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

志
村
　
河
川
グ
ル
ー
プ
立
ち
上
げ
か
ら
の
プ

ロ
パ
ー
と
し
て
、
早
い
う
ち
か
ら
責
任
あ
る

立
場
を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
上
司
か
ら
言
わ
れ
た
「
立
場

が
人
を
育
て
る
」
こ
と
を
今
は
強
く
実
感
し

て
い
ま
す
。
人
手
が
足
り
ず
す
べ
て
任
さ
れ

た
こ
と
で
、
自
分
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。
当
時
は
組
織
と
い
う
意
識
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
は
大
き
な
所
帯

と
な
っ
た
の
で
チ
ー
ム
作
り
の
重
要
性
を
感

じ
ま
す
。

中
村
　
新
入
社
員
と
し
て
配
属
さ
れ
た
部
署

の
歓
迎
会
で
、「
新
入
社
員
の
君
に
は
、
何

も
期
待
し
て
い
な
い
」
と
笑
い
な
が
ら
言
わ

れ
た
こ
と
は
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す

（
笑
）。「
期
待
し
て
い
る
」「
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
表
面
的
な
言
葉
で
は
な
く
、

逆
に
肩
の
力
が
抜
け
た
と
い
う
か
…
。
自
分

は
新
人
だ
か
ら
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ

と
思
っ
て
の
び
の
び
仕
事
す
れ
ば
い
い
の

か
、
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

│
│
そ
の
経
験
を
経
て
、
そ
の
後
の
成
長
に

つ
な
が
っ
た
出
来
事
は
あ
り
ま
す
か
。

中
村
　
若
い
頃
は
放
任
主
義
の
上
司
の
下
で

10
年
ほ
ど
働
き
、
自
分
な
り
に
信
頼
を
得
て

き
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
10
年

目
に
異
動
し
て
、
今
度
は
正
反
対
の
上
司
。

部
下
の
行
動
に
は
し
っ
か
り
目
を
通
し
、
問

題
が
あ
れ
ば
容
赦
な
く
叱
り
つ
け
る
厳
し
い

方
で
し
た
。
自
分
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
問

題
を
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
が
成
長
の
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
2
〜
3
年

は
す
ご
く
辛
い
時
期
で
し
た
が
、
年
齢
が
上

に
な
る
と
叱
っ
て
く
れ
る
上
司
も
少
な
く
な

り
ま
す
。
あ
の
経
験
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
今
の

自
分
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

│
│
上
司
の
立
場
と
な
っ
た
今
、
部
下
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
事
前
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
配
り
し
、
ご
自
身
の
タ
イ
プ
を

回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
城
さ
ん
と

中
村
さ
ん
は
「
協
調
性
」、
工
藤
さ
ん
と
志

村
さ
ん
は
「
バ
ラ
ン
ス
」、
中
澤
さ
ん
は

「
き
め
細
か
さ
」、
そ
し
て
加
藤
さ
ん
か
ら

は
「
統
率
力
」
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

高
城
　
部
下
が
問
題
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

時
に
は
相
談
に
乗
る
、
そ
し
て
解
決
で
き
る

ま
で
面
倒
を
見
る
の
が
リ
ー
ダ
ー
の
役
目
だ

と
思
い
ま
す
。
部
下
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い

て
は
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
し
、
話
す
こ
と
で

不
安
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も

し
課
題
が
解
決
さ
れ
な
く
と
も
、
チ
ー
ム
で

共
有
で
き
れ
ば
関
係
性
も
深
ま
る
。
協
調
性

は
欠
か
せ
な
い
資
質
だ
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
私
が
普
段
意
識
し
て
い
る
の
は
、
部

下
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
力
を
発
揮

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
。
こ
れ
が
な
か
な
か

難
し
い
（
笑
）。
自
分
の
過
去
を
ふ
り
返
る

と
、
仕
事
を
任
さ
れ
た
時
に
仕
事
へ
の
意
欲

が
高
ま
り
ま
し
た
。
部
下
に
仕
事
を
任
せ
て

み
て
、
こ
れ
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
で

き
る
だ
け
議
論
す
る
時
間
を
作
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

工
藤
　
リ
ー
ダ
ー
に
は
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
設
計
だ
け
で
な
く
コ
ン

サ
ル
の
仕
事
全
般
に
言
え
る
と
思
う
の
で
す

が
、
自
分
で
決
め
ら
れ
な
い
と
仕
事
が
面
白

く
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
部
下
に
任
せ
て
み

て
、
そ
の
後
で
私
の
意
見
を
述
べ
る
。
も
し

部
下
と
自
分
の
意
見
が
正
反
対
だ
と
し
て

も
、
ど
ち
ら
か
が
1
0
0
％
正
解
だ
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
意
見
を
ぶ
つ
け
合
え
る
チ
ー
ム

作
り
に
は
、
根
気
が
要
る
と
思
い
ま
す
。

志
村
　
体
育
会
系
で
育
っ
て
き
た
せ
い
か
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
公
平
中
立
と
い
う
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
な
が
ら
も
、
上
司
と
部
下
が
一
線

を
引
く
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
リ
ー
ダ
ー
自
身
が
結
果
を
出
し
続

け
る
こ
と
。
こ
れ
が
基
盤
に
な
け
れ
ば
、
部

下
と
の
信
頼
関
係
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

中
澤
　
私
の
場
合
、
消
去
法
で
「
き
め
細
か

な
リ
ー
ダ
ー
」
に
し
ま
し
た
。
も
し
自
分
で

選
択
肢
を
作
れ
る
な
ら
「
昭
和
の
お
母
さ
ん

的
な
リ
ー
ダ
ー
」
か
な
（
笑
）。
家
族
の
活

躍
を
家
で
支
え
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
。
チ
ー
ム

の
誰
が
担
当
し
て
も
均
質
で
高
レ
ベ
ル
な
仕

事
が
で
き
る
よ
う
に
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
で

き
る
仕
組
み
や
基
盤
を
整
え
る
の
が
私
の
役

目
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
村
さ
ん
か
ら
、

部
下
が
力
を
発
揮
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と

い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
き

め
細
か
さ
も
必
要
。
チ
ー
ム
づ
く
り
を
下
か

ら
支
え
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

加
藤
　
私
は
統
率
力
を
挙
げ
ま
し
た
。
や
は

り
上
司
た
る
も
の
、
教
師
の
よ
う
な
立
場
で

部
下
に
接
す
る
べ
き
だ
と
。
も
ち
ろ
ん
、
相

手
は
大
人
な
の
で
す
が
（
笑
）。
部
下
に
も

い
ろ
ん
な
性
格
が
あ
り
、
目
標
設
定
や
育
っ

て
き
た
環
境
も
異
な
り
ま
す
。
周
り
か
ら
見

る
と
、
「
な
ぜ
あ
の
部
下
に
は
優
し
く
て
、

こ
の
部
下
に
は
厳
し
い
ん
だ
ろ
う
？
」
と
思

う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
タ
イ
プ
や
状
況
に

よ
っ
て
対
応
を
変
え
て
い
ま
す
。
同
じ
部
下

で
も
、
謙
虚
な
ら
自
信
を
持
た
せ
よ
う
と

か
、
逆
に
過
信
し
て
い
た
ら
ガ
ツ
ン
と
叱
り

ま
す
。

│
│
最
後
に
、
上
司
と
部
下
の
立
場
を
含

め
、
チ
ー
ム
力
を
向
上
す
る
た
め
に
考
え
て

い
る
こ
と
を
伺
え
ま
す
か
。

志
村
　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
は

大
事
で
す
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
く
て

も
成
果
を
出
す
の
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ビ
ジ
ョ

ン
を
掲
げ
、
目
標
を
共
有
す
る
場
を
作
っ
て

い
く
こ
と
で
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
。
チ
ー
ム
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

高
城
　
10
名
ほ
ど
の
チ
ー
ム
で
す
が
、
普
段

は
業
務
も
バ
ラ
バ
ラ
で
メ
ン
バ
ー
の
課
題
が

共
有
し
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
個
々
の
業
務

や
課
題
を
紹
介
す
る
チ
ー
ム
全
体
レ
ビ
ュ
ー

を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
忙
し

い
時
期
は
難
し
い
で
す
が
、
ま
た
再
開
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

工
藤
　
上
司
で
あ
る
自
分
自
身
が
楽
し
ん
で

仕
事
を
し
て
い
る
か
。
そ
れ
を
見
て
、
部
下

が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
話
を
聞
く
と
か
一
緒

に
飲
み
に
行
く
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
仕
事

そ
の
も
の
に
喜
び
を
見
つ
け
ら
れ
る
チ
ー
ム

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
で
す
。

中
澤
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
仕
事
は
、
単
純
に

自
分
が
担
当
し
た
案
件
が
受
注
で
き
れ
ば
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
。
だ
か
ら
勝
て
る

仕
組
み
づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
た
い
。
私
自
身

は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
部
下
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
支
援
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
ラ
グ
ビ
ー
の
コ
ー
チ
を
し
て
い
る
友

人
に
聞
い
た
話
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
は
チ
ー
ム

ス
ポ
ー
ツ
の
典
型
で
す
が
、
結
局
は
個
人
の

能
力
向
上
が
重
要
な
の
だ
そ
う
で
す
。「
協

調
性
」
と
は
矛
盾
す
る
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す

が
、
部
下
個
人
の
成
長
を
優
先
す
べ
き
。
昨

年
よ
り
難
し
い
課
題
を
与
え
る
、
ア
ド
バ
イ

ス
な
し
に
や
ら
せ
て
み
る
な
ど
、
適
度
な
負

荷
を
与
え
る
厳
し
さ
は
上
司
に
必
要
な
資
質

だ
と
思
い
ま
す
。

加
藤
　
目
指
す
の
は
世
界
で
一
流
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
。
目
標
設
定
は
上
司
に
し
か

で
き
な
い
重
要
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
、
お
互
い
の
能
力
を
知
る
機
会
が
な
け

れ
ば
、
チ
ー
ム
シ
ナ
ジ
ー
は
発
揮
で
き
ま
せ

ん
。
私
の
チ
ー
ム
で
は
毎
週
月
曜
日
、
ラ
ン

チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
他
愛
も
な
い

お
し
ゃ
べ
り
も
し
な
が
ら
、
業
務
の
状
況
、

各
自
の
課
題
な
ど
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
先

日
、
私
が
出
張
の
際
に
も
部
下
だ
け
で
や
っ

て
く
れ
て
、
チ
ー
ム
が
成
長
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

当
社
は
優
秀
な
人
材
の
集
ま
り
だ
と
思
う
の

で
、
一
人
ひ
と
り
の
成
長
と
同
時
に
チ
ー
ム

力
を
最
大
限
発
揮
し
、
会
社
全
体
の
レ
ベ
ル

を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

│
│
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
司
か
ら
の
ひ
と
言
で
、

や
る
気
に
火
が
点
い
た
瞬
間
。

「
部
下
」
の
立
場
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
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中澤 優子（なかざわ・ゆうこ）

OCグローバル
営業部 課長
東京外国語大学卒

営業部で英文プロポーザル作成チームに所属。6名5国
籍の多国籍チームで全世界の案件プロポーザルと契約
書に対応する。入社前にエジプトにてドナー側として
ODAに関与した経験を活かし、中東案件を担当。

type：きめ細かなリーダー

ノ
ウ
ハ
ウ
共
有
の
基
盤
を
作
り

〝
勝
て
る
〞
仕
組
み
を
構
築
。

部
下
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
。

高城 勇一（たかじょう・ゆういち）

OC 関東支店
構造部 担当次長
宮崎大学卒

橋梁設計一筋20年。コンサルタント会社を経て、2011
年OCに入社。関東支店では構造部に配属され、主に橋
梁など構造分野の設計に従事する。新設だけでなく補
修・補強・更新など幅広い実績を持つ。

部
下
の
悩
み
や
課
題
を
共
有
。

チ
ー
ム
の
関
係
性
を
深
め
、

チ
ー
ム
と
個
の
技
術
力
を
伸
ば
す
。

type：協調性の高いリーダー

志村 猛志（しむら・たけし）

OC 関東支店
河川港湾部 担当次長
山梨大学卒

家業を継ぐことを目的に、地元の大学で橋梁設計を専
攻。OCに入社後、関西支店道路グループに配属。その
後、入社4年目に社内で河川分野の立ち上げとともに、
河川グループの一員となり現在に至る。

type：バランスのとれたリーダー

上司・部下は関係なく、
モチベーションが低くても
結果を出すのがプロ。

モチベーションアップ の秘訣
～その気にさせる上司×やる気になる部下～

│
│
ま
ず
は
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
藤
　
O
C
グ
ロ
ー
バ
ル
の
地
球
環
境
部
に

所
属
し
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
C
O
2
削

減
と
い
う
観
点
か
ら
、
太
陽
光
発
電
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
の
浄
化
や
廃
棄

物
の
再
利
用
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
活
用

し
た
渋
滞
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
も
従

事
し
て
き
ま
し
た
。

中
澤
　
同
じ
く
営
業
部
で
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

の
作
成
か
ら
契
約
ま
で
の
業
務
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。
和
文
・
英
文
チ
ー
ム
が
あ
り
、
和

文
チ
ー
ム
は
主
に
J
I
C
A
に
向
け
た
日

本
語
で
の
提
案
書
を
、
英
文
チ
ー
ム
は
主
に

円
借
款
（
現
地
政
府
）
、
世
銀
、
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
等
に
向
け
た
英
語
で
の
提
案
書
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
6
名
の
う
ち
、

日
本
人
は
私
を
含
む
2
名
。
イ
ン
ド
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
多
国
籍
な

の
が
特
徴
で
す
。

工
藤
　
九
州
支
店
で
橋
梁
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
新
設
、
保
全
・
維
持
管
理
の
部
門
が
あ

る
の
で
す
が
、
私
は
主
に
新
設
の
設
計
が
中

心
。
下
部
工
の
位
置
を
定
め
て
橋
種
を
検
討

し
、
細
か
な
構
造
寸
法
を
決
め
る
な
ど
新
設

の
全
般
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

高
城
　
関
東
支
店
で
新
設
橋
梁
の
設
計
に
従

事
し
て
い
ま
す
。
私
は
2
0
1
1
年
に
キ
ャ

リ
ア
採
用
で
入
社
し
ま
し
た
。
前
職
は

1
0
0
名
ほ
ど
の
小
規
模
な
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
。
橋
梁
一
筋
20
年
の
経
験
を
ふ
ま

え
、
現
在
は
ニ
ー
ズ
が
多
く
な
っ
て
き
た
更

新
・
補
修
・
補
強
設
計
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

志
村
　
関
東
支
店
の
河
川
港
湾
部
に
所
属

し
、
河
川
構
造
物
や
砂
防
施
設
の
設
計
、
維

持
管
理
の
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
も
と

も
と
道
路
グ
ル
ー
プ
に
て
道
路
設
計
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
が
、
入
社
4
年
目
に
河
川
グ

ル
ー
プ
立
ち
上
げ
の
際
、
異
動
を
命
じ
ら
れ

現
在
に
至
り
ま
す
。
3
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
で
は
、
今
年
の
新
入
社
員
を
含
め
て
60

名
を
超
え
る
部
門
に
成
長
し
ま
し
た
。

中
村
　
同
じ
く
関
東
支
店
の
社
会
政
策
部
に

所
属
し
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
交
通
計
画
を
基
盤
に
業
務
を

拡
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
最
近
で
は
拠

点
開
発
、
例
え
ば
横
浜
駅
の
大
改
造
で
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
拝
命
し
、
業
務
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

│
│
ご
自
身
が
部
下
の
立
場
だ
っ
た
頃
の
、

上
司
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

加
藤
　
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
環
境

技
術
を
扱
う
分
野
は
、
当
社
と
し
て
も
新
し

い
取
り
組
み
。
現
在
所
属
す
る
地
球
環
境
部

の
上
司
か
ら
「
ぜ
ひ
う
ち
の
部
署
に
来
て
ほ

し
い
」
と
誘
わ
れ
た
の
が
、
私
に
と
っ
て
転

機
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
ま
だ
実
績
が
乏

し
い
た
め
何
度
か
お
断
り
し
て
い
た
の
で
す

が
、
自
分
を
必
要
と
し
て
く
れ
る
上
司
の
熱

意
に
心
を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
分
野

で
も
あ
り
、
最
初
の
頃
は
利
益
に
貢
献
で
き

る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
こ
こ
2
年
く
ら
い
前

か
ら
受
注
が
増
加
。
現
在
は
6
名
体
制
へ
と

成
長
し
ま
し
た
。

中
澤
　
転
職
し
て
入
社
し
た
頃
の
上
司
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
提
案
書
は
過

去
に
作
成
し
た
サ
ン
プ
ル
を
参
考
に
作
っ
て

行
く
の
で
す
が
、「
な
ぜ
こ
う
い
う
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
が
相
応
し
い
の
か
」
な
ど
基
本
的
な

こ
と
で
も
、
質
問
を
す
れ
ば
考
え
方
か
ら
細

か
く
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
経

験
が
、
私
の
上
司
と
し
て
の
土
台
に
な
っ
て

い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

工
藤
　
橋
梁
の
設
計
を
し
て
い
た
入
社
6
年

目
に
、
上
司
か
ら
「
橋
の
形
は
自
分
で
決
め

ろ
」
と
。
主
担
当
と
し
て
信
頼
さ
れ
た
と
実

感
し
ま
し
た
。
橋
の
施
工
が
始
ま
っ
て
か
ら

上
司
と
2
人
で
徳
島
ま
で
見
に
行
っ
た
の
で

す
が
、
自
分
が
設
計
を
手
が
け
た
現
場
を
見

る
の
は
初
め
て
。
図
面
で
は
な
く
実
物
を
見

た
時
は
感
無
量
で
し
た
。

高
城
　
前
職
は
小
さ
な
会
社
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
1
年
目
に
仕
事
を
覚
え
て
2
年
目
に

は
一
人
前
く
ら
い
の
勢
い
（
笑
）
。
自
分
の

仕
事
の
責
任
や
怖
さ
を
感
じ
つ
つ
無
我
夢
中

で
目
の
前
の
仕
事
を
こ
な
し
て
き
ま
し
た
。

上
司
は
私
に
仕
事
を
任
せ
な
が
ら
も
、
状
況

確
認
や
相
談
に
の
る
な
ど
、
何
か
あ
れ
ば
フ

ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
ま
し
た
。
O
C
は
人
材
育

成
と
い
う
面
で
は
恵
ま
れ
た
環
境
だ
と
思
い

ま
す
。
反
面
、
責
任
感
が
育
ち
に
く
い
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

志
村
　
河
川
グ
ル
ー
プ
立
ち
上
げ
か
ら
の
プ

ロ
パ
ー
と
し
て
、
早
い
う
ち
か
ら
責
任
あ
る

立
場
を
任
せ
ら
れ
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
上
司
か
ら
言
わ
れ
た
「
立
場

が
人
を
育
て
る
」
こ
と
を
今
は
強
く
実
感
し

て
い
ま
す
。
人
手
が
足
り
ず
す
べ
て
任
さ
れ

た
こ
と
で
、
自
分
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
と

思
い
ま
す
。
当
時
は
組
織
と
い
う
意
識
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
は
大
き
な
所
帯

と
な
っ
た
の
で
チ
ー
ム
作
り
の
重
要
性
を
感

じ
ま
す
。

中
村
　
新
入
社
員
と
し
て
配
属
さ
れ
た
部
署

の
歓
迎
会
で
、「
新
入
社
員
の
君
に
は
、
何

も
期
待
し
て
い
な
い
」
と
笑
い
な
が
ら
言
わ

れ
た
こ
と
は
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す

（
笑
）。「
期
待
し
て
い
る
」「
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
表
面
的
な
言
葉
で
は
な
く
、

逆
に
肩
の
力
が
抜
け
た
と
い
う
か
…
。
自
分

は
新
人
だ
か
ら
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ

と
思
っ
て
の
び
の
び
仕
事
す
れ
ば
い
い
の

か
、
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

│
│
そ
の
経
験
を
経
て
、
そ
の
後
の
成
長
に

つ
な
が
っ
た
出
来
事
は
あ
り
ま
す
か
。

中
村
　
若
い
頃
は
放
任
主
義
の
上
司
の
下
で

10
年
ほ
ど
働
き
、
自
分
な
り
に
信
頼
を
得
て

き
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
10
年

目
に
異
動
し
て
、
今
度
は
正
反
対
の
上
司
。

部
下
の
行
動
に
は
し
っ
か
り
目
を
通
し
、
問

題
が
あ
れ
ば
容
赦
な
く
叱
り
つ
け
る
厳
し
い

方
で
し
た
。
自
分
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
問

題
を
指
摘
さ
れ
、
こ
れ
が
成
長
の
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
2
〜
3
年

は
す
ご
く
辛
い
時
期
で
し
た
が
、
年
齢
が
上

に
な
る
と
叱
っ
て
く
れ
る
上
司
も
少
な
く
な

り
ま
す
。
あ
の
経
験
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
今
の

自
分
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

│
│
上
司
の
立
場
と
な
っ
た
今
、
部
下
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
事
前
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
お
配
り
し
、
ご
自
身
の
タ
イ
プ
を

回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
城
さ
ん
と

中
村
さ
ん
は
「
協
調
性
」、
工
藤
さ
ん
と
志

村
さ
ん
は
「
バ
ラ
ン
ス
」、
中
澤
さ
ん
は

「
き
め
細
か
さ
」、
そ
し
て
加
藤
さ
ん
か
ら

は
「
統
率
力
」
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

高
城
　
部
下
が
問
題
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

時
に
は
相
談
に
乗
る
、
そ
し
て
解
決
で
き
る

ま
で
面
倒
を
見
る
の
が
リ
ー
ダ
ー
の
役
目
だ

と
思
い
ま
す
。
部
下
一
人
で
抱
え
込
ん
で
い

て
は
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
し
、
話
す
こ
と
で

不
安
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も

し
課
題
が
解
決
さ
れ
な
く
と
も
、
チ
ー
ム
で

共
有
で
き
れ
ば
関
係
性
も
深
ま
る
。
協
調
性

は
欠
か
せ
な
い
資
質
だ
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
私
が
普
段
意
識
し
て
い
る
の
は
、
部

下
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
力
を
発
揮

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
。
こ
れ
が
な
か
な
か

難
し
い
（
笑
）。
自
分
の
過
去
を
ふ
り
返
る

と
、
仕
事
を
任
さ
れ
た
時
に
仕
事
へ
の
意
欲

が
高
ま
り
ま
し
た
。
部
下
に
仕
事
を
任
せ
て

み
て
、
こ
れ
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
で

き
る
だ
け
議
論
す
る
時
間
を
作
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

工
藤
　
リ
ー
ダ
ー
に
は
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
設
計
だ
け
で
な
く
コ
ン

サ
ル
の
仕
事
全
般
に
言
え
る
と
思
う
の
で
す

が
、
自
分
で
決
め
ら
れ
な
い
と
仕
事
が
面
白

く
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
部
下
に
任
せ
て
み

て
、
そ
の
後
で
私
の
意
見
を
述
べ
る
。
も
し

部
下
と
自
分
の
意
見
が
正
反
対
だ
と
し
て

も
、
ど
ち
ら
か
が
1
0
0
％
正
解
だ
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
意
見
を
ぶ
つ
け
合
え
る
チ
ー
ム

作
り
に
は
、
根
気
が
要
る
と
思
い
ま
す
。

志
村
　
体
育
会
系
で
育
っ
て
き
た
せ
い
か
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
公
平
中
立
と
い
う
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
な
が
ら
も
、
上
司
と
部
下
が
一
線

を
引
く
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
リ
ー
ダ
ー
自
身
が
結
果
を
出
し
続

け
る
こ
と
。
こ
れ
が
基
盤
に
な
け
れ
ば
、
部

下
と
の
信
頼
関
係
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

中
澤
　
私
の
場
合
、
消
去
法
で
「
き
め
細
か

な
リ
ー
ダ
ー
」
に
し
ま
し
た
。
も
し
自
分
で

選
択
肢
を
作
れ
る
な
ら
「
昭
和
の
お
母
さ
ん

的
な
リ
ー
ダ
ー
」
か
な
（
笑
）。
家
族
の
活

躍
を
家
で
支
え
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
。
チ
ー
ム

の
誰
が
担
当
し
て
も
均
質
で
高
レ
ベ
ル
な
仕

事
が
で
き
る
よ
う
に
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
で

き
る
仕
組
み
や
基
盤
を
整
え
る
の
が
私
の
役

目
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
村
さ
ん
か
ら
、

部
下
が
力
を
発
揮
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と

い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
き

め
細
か
さ
も
必
要
。
チ
ー
ム
づ
く
り
を
下
か

ら
支
え
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

加
藤
　
私
は
統
率
力
を
挙
げ
ま
し
た
。
や
は

り
上
司
た
る
も
の
、
教
師
の
よ
う
な
立
場
で

部
下
に
接
す
る
べ
き
だ
と
。
も
ち
ろ
ん
、
相

手
は
大
人
な
の
で
す
が
（
笑
）。
部
下
に
も

い
ろ
ん
な
性
格
が
あ
り
、
目
標
設
定
や
育
っ

て
き
た
環
境
も
異
な
り
ま
す
。
周
り
か
ら
見

る
と
、
「
な
ぜ
あ
の
部
下
に
は
優
し
く
て
、

こ
の
部
下
に
は
厳
し
い
ん
だ
ろ
う
？
」
と
思

う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
タ
イ
プ
や
状
況
に

よ
っ
て
対
応
を
変
え
て
い
ま
す
。
同
じ
部
下

で
も
、
謙
虚
な
ら
自
信
を
持
た
せ
よ
う
と

か
、
逆
に
過
信
し
て
い
た
ら
ガ
ツ
ン
と
叱
り

ま
す
。

│
│
最
後
に
、
上
司
と
部
下
の
立
場
を
含

め
、
チ
ー
ム
力
を
向
上
す
る
た
め
に
考
え
て

い
る
こ
と
を
伺
え
ま
す
か
。

志
村
　
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
は

大
事
で
す
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
く
て

も
成
果
を
出
す
の
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ビ
ジ
ョ

ン
を
掲
げ
、
目
標
を
共
有
す
る
場
を
作
っ
て

い
く
こ
と
で
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
。
チ
ー
ム
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

高
城
　
10
名
ほ
ど
の
チ
ー
ム
で
す
が
、
普
段

は
業
務
も
バ
ラ
バ
ラ
で
メ
ン
バ
ー
の
課
題
が

共
有
し
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
個
々
の
業
務

や
課
題
を
紹
介
す
る
チ
ー
ム
全
体
レ
ビ
ュ
ー

を
実
施
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
忙
し

い
時
期
は
難
し
い
で
す
が
、
ま
た
再
開
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

工
藤
　
上
司
で
あ
る
自
分
自
身
が
楽
し
ん
で

仕
事
を
し
て
い
る
か
。
そ
れ
を
見
て
、
部
下

が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
話
を
聞
く
と
か
一
緒

に
飲
み
に
行
く
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
仕
事

そ
の
も
の
に
喜
び
を
見
つ
け
ら
れ
る
チ
ー
ム

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
で
す
。

中
澤
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
仕
事
は
、
単
純
に

自
分
が
担
当
し
た
案
件
が
受
注
で
き
れ
ば
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
。
だ
か
ら
勝
て
る

仕
組
み
づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
た
い
。
私
自
身

は
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
チ
ー
ム
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
部
下
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
支
援
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

中
村
　
ラ
グ
ビ
ー
の
コ
ー
チ
を
し
て
い
る
友

人
に
聞
い
た
話
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
は
チ
ー
ム

ス
ポ
ー
ツ
の
典
型
で
す
が
、
結
局
は
個
人
の

能
力
向
上
が
重
要
な
の
だ
そ
う
で
す
。「
協

調
性
」
と
は
矛
盾
す
る
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す

が
、
部
下
個
人
の
成
長
を
優
先
す
べ
き
。
昨

年
よ
り
難
し
い
課
題
を
与
え
る
、
ア
ド
バ
イ

ス
な
し
に
や
ら
せ
て
み
る
な
ど
、
適
度
な
負

荷
を
与
え
る
厳
し
さ
は
上
司
に
必
要
な
資
質

だ
と
思
い
ま
す
。

加
藤
　
目
指
す
の
は
世
界
で
一
流
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
。
目
標
設
定
は
上
司
に
し
か

で
き
な
い
重
要
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
一

方
で
、
お
互
い
の
能
力
を
知
る
機
会
が
な
け

れ
ば
、
チ
ー
ム
シ
ナ
ジ
ー
は
発
揮
で
き
ま
せ

ん
。
私
の
チ
ー
ム
で
は
毎
週
月
曜
日
、
ラ
ン

チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
他
愛
も
な
い

お
し
ゃ
べ
り
も
し
な
が
ら
、
業
務
の
状
況
、

各
自
の
課
題
な
ど
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
先

日
、
私
が
出
張
の
際
に
も
部
下
だ
け
で
や
っ

て
く
れ
て
、
チ
ー
ム
が
成
長
し
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

当
社
は
優
秀
な
人
材
の
集
ま
り
だ
と
思
う
の

で
、
一
人
ひ
と
り
の
成
長
と
同
時
に
チ
ー
ム

力
を
最
大
限
発
揮
し
、
会
社
全
体
の
レ
ベ
ル

を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

│
│
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
上
司
」
の
立
場
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

成
果
を
出
す
こ
と
を
目
標
と
し
た

チ
ー
ム
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
。
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1 【防災】陸前高田市震災復興事業（CMR）［岩手県］ 11ｐ

2 【都市地域計画】地方創生拠点となる「道の駅」を核とした地域活性化 12ｐ

3 【環境】エネルギー地産地消実証モデル創出事業業務委託［長崎県］ 13ｐ

4 【交通】延岡管内道路渋滞対策検討業務［宮崎県］ 14ｐ

5 【空港】レイ市ナザブ空港の改修拡張事業［パプアニューギニア国］ 15ｐ

6 【軌道】ジャカルタ都市高速鉄道 施工監理フェーズ1［インドネシア国］ 16ｐ

7 【防災・震災復興】カトマンズ盆地における地震災害リスクアセスメント［ネパール国］ 17ｐ

8 【物流】北部地域穀物輸送網整備に関する情報収集・確認調査［ブラジル国］ 18ｐ

国内・海外で活躍するコンサルタントには、それぞれ

プロジェクトの中で達成感を感じた瞬間があります。

ここでは8つのプロジェクト・ストーリーを紹介し、

社員の“情熱”と仕事の“やりがい”に迫ります。
私 ゴと トシ

P r o j e c t  S t o r y

2

4
4 4

5
5

6
6 8

7 7

1 1
3 3
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私 ゴと トシ

OC 東北支店 
震災復興推進部 
陸前高田管理所
攻玉社工科短期大学卒

島田 智浩
（しまだ・ともひろ）

関東支店では道路・造成設
計業務に従事し、高速道路
の施工管理を約4年間経
験。その後、東北支店にお
いて都市計画や営業などの
業務に携わる。震災発生後
より現職。

陸
前
高
田
市
震
災
復
興
事
業（
C
M
R
）﹇
岩
手
県
﹈

防 

災

宅
地
の
高
台
移
転
や
商
業
地
の
計
画
を
含
む
、
復
興
支
援
に
貢
献
。

C
M
R
と
い
う
新
た
な
手
法
で
、
陸
前
高
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
挑
む
。

　
岩
手
県
最
南
端
の
陸
前
高
田
市
は
、
震
災
の
被

害
が
最
も
大
き
か
っ
た
自
治
体
の
ひ
と
つ
。
迅
速

な
復
旧
・
復
興
を
実
現
す
る
た
め
、
市
か
ら
U
R

都
市
機
構
に
工
事
施
工
の
一
体
的
業
務
が
委
託
さ

れ
た
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
、
清
水
建
設
が
代

表
者
と
な
る
O
C
を
含
め
た
5
社
J
V
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。

「
津
波
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
陸
前
高
田
市
で
は
、

宅
地
の
高
台
移
転
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今

泉
地
区
の
山
を
切
り
崩
し
て
、
そ
の
土
を
高
田
地

区
に
コ
ン
ベ
ア
で
運
ん
で
盛
土
。
す
で
に
区
画
整

理
事
業
は
進
み
、
津
波
で
被
災
し
た
地
権
者
に
土

地
を
渡
し
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
る
べ
く

早
く
街
並
み
を
整
備
す
る
た
め
、
土
地
を
渡
し
た

数
年
以
内
に
建
築
す
る
と
い
う
条
件
が
付
い
て
い

ま
す
。
同
時
に
商
業
地
の
環
境
整
備
も
進
ん
で
い

ま
す
。
こ
こ
は
小
さ
な
商
店
が
集
ま
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
作
る
イ
メ
ー
ジ
。
商
店
街
に
は
ス
ー
パ

ー
を
誘
致
す
る
予
定
も
あ
る
の
で
、
道
路
や
駐
車

場
な
ど
を
含
め
た
計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
」

　
震
災
復
興
に
長
く
関
わ
っ
て
き
た
島
田
は
、
街

の
変
化
を
実
感
し
て
い
た
。
し
か
し
平
成
30
年
を

目
標
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
課
題
が
山
積
し

て
い
る
と
い
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
案
件
と
の
最
も
大
き
な
ち
が
い

は
、
C
M
R
※
と
い
う
業
態
。
こ
れ
ま
で
受
注
者

側
だ
っ
た
の
が
、
発
注
者
側
の
立
場
に
な
る
。

「
発
注
先
と
な
る
コ
ン
サ
ル
を
指
導
す
る
形
に
な

る
の
で
、
責
任
は
重
大
で
す
。
私
に
と
っ
て
の
品

質
基
準
は
O
C
で
す
が
、
他
社
で
は
物
足
り
な
い

と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
自
身
が
答
え
を

出
す
の
で
は
な
く
、
最
終
的
な
解
答
を
出
す
コ
ン

サ
ル
に
対
し
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
役
目
。
こ
の
貴
重

な
経
験
を
経
て
、
発
注
者
側
の
考
え
が
深
く
理
解

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
番
の
課
題
は
、

短
期
間
で
莫
大
な
量
の
業
務
が
あ
る
こ
と
。
フ
ァ

ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
方
式
と
い
っ
て
、
詳
細
設
計
が
完

了
す
る
の
を
待
た
ず
に
、
基
本
設
計
の
成
果
を
も

と
に
、
施
工
工
事
の
発
注
を
行
い
ま
す
。
再
工
事

の
リ
ス
ク
が
大
き
く
、
気
の
抜
け
な
い
状
態
が
続

き
ま
し
た
。
地
元
企
業
に
発
注
す
る
の
が
基
本
で

す
が
、
会
社
に
よ
り
品
質
が
異
な
り
ま
す
。
初
期

段
階
で
は
設
計
を
進
め
な
が
ら
、
仕
様
書
や
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
い
き
ま
し
た
」

　
短
期
間
に
1
つ
の
街
を
作
る
と
い
う
壮
大
な
事

業
。
最
後
に
今
後
の
目
標
を
伺
っ
て
み
た
。

「
震
災
前
、
陸
前
高
田
は
観
光
で
賑
わ
っ
た
街
。

こ
れ
を
再
生
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
街
を
作
っ

た
も
の
の
人
が
住
ま
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
街
づ
く
り
の
面
で
は
ゼ

ネ
コ
ン
よ
り
も
、
O
C
の
担
う
役
割
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
。
復
興
公
園
や
イ
ン
フ
ラ
を
作
る
な
ど

ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト
も
含
め
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
し
て
機
能
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
」

　
島
田
が
現
地
に
赴
任
し
て
丸
4
年
。
た
し
か
な

復
興
へ
、
春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
い
る
。 盛土による高台の造成には、長い期間を要した。

発
注
者
の
立
場
で
コ
ン
サ
ル
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。

業
務
密
度
の
濃
い
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
方
式
。

※CMR…コンストラクション・マネージャー。本来の発注者となる行政に代わり、技術的な中立性を保ちつつ発注者の立場になって、設計
や工事発注方式の検討、工程管理、コスト管理など各種マネジメント業務を行うもの。スピード感のある執行が可能となる。

盛
土
が
終
わ
り
、
区
画
整
理
事
業
が
進
行
。

い
よ
い
よ
本
格
的
な
街
並
み
の
整
備
へ
。

1

OC 関東支店 
プロジェクト開発部
北海道大学大学院了

萬代 祐介
（まんだい・ゆうすけ）

前職では官公庁の立場で、
官庁施設の整備・保全や地
域づくり支援施策の企画な
どに従事。OC転職後、道の
駅など小さな拠点を核とし
た事業経営や地域活性化に
取り組む。

地
方
創
生
拠
点
と
な
る「
道
の
駅
」を
核
と
し
た
地
域
活
性
化

都
市
地
域
計
画

2

「
道
の
駅
」
に
お
け
る

自
主
事
業
の
実
践
を
通
じ
て
、
関
係
性
を
強
化
。

地
域
課
題
解
決
の
場
と
し
て

「
道
の
駅
」
に
着
目
し
、
地
域
活
性
化
を
推
進
。

 

1
9
9
3
年
の
制
度
創
設
か
ら
2
0
年
以
上
を

経
て
、
全
国
で
1
0
9
3
ヶ
所
の
「
道
の
駅
」
が

登
録
。
道
路
利
用
者
の
た
め
の
休
憩
施
設
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
観
光
、
産
業
振
興
、
防
災
な
ど
の
多

様
な
機
能
を
備
え
た
地
域
課
題
解
決
の
場
と
し
て

進
化
し
て
き
た
。
道
の
駅
に
関
す
る
事
業
の
可
能

性
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

「
『
道
の
駅
』
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理

由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、『
道
の
駅
』
に
備
わ
る
機

能
の
う
ち
地
域
連
携
機
能
に
自
由
度
が
与
え
ら

れ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
創
意
工
夫
が
可
能
で

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
連
携

機
能
の
中
に
は
、
農
産
物
直
売
施
設
や
飲
食
施
設

の
よ
う
な
商
業
的
な
機
能
が
含
ま
れ
る
た
め
、
公

共
施
設
で
あ
り
な
が
ら
民
間
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
が

期
待
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
一
方

で
、
多
く
の
駅
で
は
、
利
用
者
数
の
向
上
や
品
揃

え
の
充
実
、
人
材
育
成
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い

る
の
が
現
状
で
す
」

　
そ
う
話
す
萬
代
は
、「
道
の
駅
」
新
設
に
関
す

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国

「
道
の
駅
」
が
登
録
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
未

知
倶
楽
部
」
を
運
営
し
、
既
存
の
「
道
の
駅
」
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
当
社
で
は
指
定
管
理
者
と
し
て
約
３
年
間
、

『
道
の
駅
し
ん
ぐ
う
』
を
運
営
し
た
実
績
が
あ
り

ま
す
。
地
元
企
業
が
代
表
者
の
J
V
で
し
た

が
、
各
地
に
お
い
て
主
導
型
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す

る
上
で
、
従
来
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
と
ど
ま

ら
ず
、
自
ら
運
営
に
参
画
す
る
意
義
は
大
き
い
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
未
知
倶
楽
部
」
に

お
い
て
最
新
情
報
や
ク
ー
ポ
ン
を
配
信
す
る
こ
と

を
通
じ
て
「
道
の
駅
」
と
の
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
は
、
具
体
的
な
事
業
を
実
践
す
る
上
で
欠
か
せ

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
だ
実
績
の
少
な
い
「
道
の
駅
」
の
事
業
だ

が
、
「
未
知
倶
楽
部
」
の
運
営
等
を
足
掛
か
り

に
、
新
た
な
事
業
展
開
を
見
据
え
て
い
る
。

「
商
社
系
列
の
シ
ス
テ
ム
ベ
ン
ダ
ー
と
連
携
し
、

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
設
置
を
実
証
的
に
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
民
館
や
福
祉
施
設
な
ど

で
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
よ
り
「
道
の
駅
」
の
商
品

を
購
入
で
き
る
し
く
み
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
弱
者
の
買
い
物
支
援
や
「
道
の
駅
」
の

販
路
拡
大
を
期
待
す
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
実
証

事
業
を
通
じ
て
「
道
の
駅
」
運
営
者
と
の
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な
事
業
提
案
を
検

討
す
る
際
に
は
、
ニ
ー
ズ
を
伺
う
相
談
先
と
な
っ

て
い
ま
す
」

　
事
業
に
は
２
つ
の
方
向
性
が
あ
る
と
い
う
。
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
っ
て
み
た
。

「
道
の
駅
は
地
域
課
題
解
決
の
場
で
あ
り
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
る
の
に
最
適
な
施
設
。
O
C

が
事
業
経
営
や
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
上
で
２

つ
の
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、
自
ら

道
の
駅
の
運
営
者
と
し
て
、
地
域
資
源
を
活
か
し

た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
ケ
ー
ス
。
も
う
一
つ

は
、
運
営
者
と
連
携
し
て
販
路
拡
大
や
商
品
開
発

等
を
行
う
ケ
ー
ス
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
だ
け
で

は
、
業
務
が
終
わ
れ
ば
地
域
と
の
関
係
性
が
切
れ

て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
、

我
々
も
自
ら
投
資
し
て
事
業
を
実
践
し
、
関
係
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
」

　
地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
、
道
の
駅
へ
の
期
待

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
地
域
課
題
解
決
に

向
け
、
萬
代
の
あ
く
な
き
探
求
は
続
く
。 「未知倶楽部」には、全国459の「道の駅」が会員と

して登録。

道
の
駅
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
営
や
自
主
事
業
を
通
じ
て

地
域
課
題
の
解
決
に
貢
献
。
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OC 関西支店 
総合計画部 技術主査
大阪府立大学大学院了

谷本 和久
（たにもと・かずひさ）

エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
実
証
モ
デ
ル
創
出
事
業
業
務
委
託﹇
長
崎
県
﹈

環 

境

3

OC 九州支店 
技術一部 担当次長
横浜国立大学大学院了

荒井 知久
（あらい・ともひさ）

延
岡
管
内
道
路
渋
滞
対
策
検
討
業
務﹇
宮
崎
県
﹈

交 

通

4 再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
産
業
振
興
な
ど
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
と
し
た
前
例
の
な
い
事
業
に
挑
戦
。

　
米
国
で
オ
バ
マ
大
統
領
が
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
政
策
を
打
ち
出
し
て
か
ら
、
国
内
で
も
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
産
業
振
興
が
注

目
さ
れ
始
め
た
。
長
崎
県
で
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
を
テ
ー
マ
と
し
た
5
つ
の
実
証
プ
ラ
ン
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

「
当
時
、
五
島
列
島
で
関
東
支
店
の
メ
ン
バ
ー

が
、
電
気
自
動
車
を
活
用
し
た
レ
ン
タ
カ
ー
の
試

験
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
て
、
そ
の

経
緯
で
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
指
名
が
入
り
ま
し
た
。

ほ
ぼ
同
時
進
行
で
5
つ
の
地
域
で
実
証
プ
ラ
ン
を

開
始
。
私
の
ほ
か
環
境
で
3
名
、
関
東
支
店
か
ら

ヘ
ル
プ
で
3
名
の
チ
ー
ム
を
組
み
、
私
は
実
務
の

責
任
者
と
し
て
全
体
を
調
整
す
る
立
場
で
し
た
」

　
す
べ
て
が
ほ
ぼ
前
例
の
な
い
事
業
。
谷
本
は
複

数
の
事
業
を
、
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
て
い
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参

加
、
経
済
紙
の
関
連
記
事
を
読
む
な
ど
幅
広
く
情

報
収
集
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
緒
に
実
証
実
験
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
と
他
の
企
業
に
声
を
か
け

て
み
る
と
か
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

な
ど
、
何
十
社
と
い
う
数
の
企
業
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
ま
し
た
」

　
そ
の
奮
闘
の
甲
斐
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
証

プ
ラ
ン
は
軌
道
に
乗
る
こ
と
と
な
る
。

　
地
域
も
テ
ー
マ
も
さ
ま
ざ
ま
。
具
体
的
な
プ
ラ

ン
の
内
容
を
伺
っ
て
み
た
。

「
対
馬
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
構
想
で
は
、
ま
ず

現
場
を
訪
問
。
バ
イ
オ
マ
ス
、
太
陽
光
発
電
、
海

中
で
の
温
度
差
発
電
な
ど
、
す
で
に
個
々
に
は
い

ろ
ん
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

バ
ラ
バ
ラ
で
動
い
て
い
た
も
の
を
一
体
化
す
る
よ

う
整
理
し
ま
し
た
。
ま
た
、
間
伐
し
た
木
材
を
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
持
っ
て
行
く
と
ポ
イ
ン
ト
が

も
ら
え
て
、
商
店
街
で
利
用
で
き
る
仕
組
み
を
提

案
。
つ
ま
り
、
環
境
に
良
い
こ
と
を
す
る
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
い
う
発
想
で
す
。
小
浜
温
泉
で
は
、

資
源
を
活
か
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
観
光
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
た
地
域
活
性
化
を
提
案
し
ま
し
た
。

地
熱
発
電
を
P
R
し
て
、
旅
行
商
品
に
活
か
す
。

地
熱
を
旅
館
で
暖
房
の
代
わ
り
に
使
う
。
海
水
を

含
ん
だ
温
泉
に
は
癒
し
効
果
が
あ
る
こ
と
に
着
目

し
、
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
と
し
て
エ
ス
テ
好
き
な
セ

レ
ブ
を
呼
ぶ
た
め
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、
大

胆
に
視
点
を
変
え
ま
し
た
。
他
に
も
、
大
島
で
は

B
E
M
S
と
い
う
ビ
ル
の
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
を
提

案
。
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
は
、
電
力
会
社
に
頼
ら

ず
自
立
で
き
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
化
を
検
討
し
ま

し
た
」

　
コ
ン
サ
ル
の
問
題
解
決
フ
レ
ー
ム
が
役
立
っ
た

と
話
す
谷
本
。
今
後
の
目
標
を
伺
っ
た
。

「
こ
の
経
験
で
分
か
っ
た
の
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
づ

く
り
の
重
要
性
。
お
客
様
が
『
こ
れ
な
ら
や
れ

る
』
と
共
感
で
き
る
提
案
を
心
が
け
た
こ
と
が
、

成
功
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
誰
も
や
っ
た
こ
と
の
な
い
仕
事
に
挑
戦
し
た

い
。
責
任
は
大
き
い
で
す
が
、
自
分
の
考
え
た
提

案
が
そ
の
ま
ま
進
む
こ
と
が
多
く
、
大
き
な
達
成

感
が
味
わ
え
ま
す
」

　
未
知
の
仕
事
に
こ
そ
、
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ

る
。
そ
う
語
る
谷
本
の
目
は
、
新
た
な
目
的
地
を

見
据
え
て
い
た
。

左）対馬のスマートグリッド基本構想。ひと目で分かる
提案を心がけた。
右）小浜温泉と島原半島のグランドデザインをイラス
トで表現。

問
題
解
決
の
フ
レ
ー
ム
を
活
用
し
、

お
客
様
が
共
感
で
き
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
。

情
報
収
集
や
他
企
業
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
実
証
実
験
。

担
当
部
署
の
垣
根
を
越
え
、
同
時
に

調
査
業
務
を
行
う
な
ど
効
率
化
を
支
援
。

所
長
・
副
所
長
へ
の
対
応
も
怠
ら
ず
、

道
路
だ
け
で
な
く
他
業
務
へ
と
幅
広
く
展
開
。

　
渋
滞
対
策
は
全
国
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
各

県
で
主
要
渋
滞
箇
所
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
宮
崎

河
川
国
道
事
務
所
の
業
務
で
渋
滞
対
策
を
検
討
し

た
経
験
の
あ
る
荒
井
が
、
管
理
技
術
者
と
し
て
延

岡
管
内
の
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
る
。

「
延
岡
南
地
区
は
片
側
1
車
線
の
2
車
線
区
間
。

道
路
は
狭
く
、
車
が
右
折
す
る
際
に
後
ろ
が
詰
ま

り
渋
滞
す
る
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
渋
滞
す
れ

ば
、
う
っ
か
り
衝
突
す
る
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
渋
滞
と
事
故
の
両
面
か
ら
問
題
を

解
消
す
る
と
い
う
提
案
で
、
2
つ
の
業
務
を
受
注

し
ま
し
た
。
両
方
と
も
私
が
管
理
技
術
者
と
な

り
、
若
手
社
員
を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
で
対
応

し
ま
し
た
」

　
同
時
に
2
つ
の
業
務
を
併
行
し
て
行
う
メ
リ
ッ

ト
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

「
渋
滞
は
調
査
二
課
、
事
故
は
道
路
管
理
課
が
窓

口
。
延
岡
河
川
国
道
事
務
所
の
中
で
も
管
轄
が
異

な
り
、
連
携
が
不
十
分
な
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
事
故
の
方
で
は
危
険
な
挙
動
を
動
画
で

撮
影
し
て
分
析
す
る
の
で
す
が
、
渋
滞
の
方
で
は

走
行
調
査
や
渋
滞
調
査
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を
ま
と
め
て
効
率
的
に
撮
影
す
る
提
案
を
し

ま
し
た
。
事
故
と
渋
滞
の
検
討
を
、
同
時
に
や
っ

て
し
ま
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。
所
内
で
は
調
整

が
難
し
い
た
め
、
当
社
が
間
に
入
る
形
で
進
め
ま

し
た
。
結
果
的
に
事
故
と
渋
滞
と
も
効
率
的
に
減

少
で
き
る
提
案
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
事
務
所

の
方
か
ら
は
と
て
も
感
謝
さ
れ
ま
し
た
」

　
こ
の
業
務
で
信
頼
関
係
を
築
い
た
荒
井
に
は
、

新
た
な
展
開
が
待
っ
て
い
た
。

　
延
岡
は
九
州
支
店
か
ら
決
し
て
近
く
は
な
い
。

し
か
し
荒
井
は
、
現
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
の
重
要

性
を
強
調
す
る
。

「
何
度
も
現
場
を
訪
れ
る
の
は
大
変
で
す
。
宮
崎

で
他
の
業
務
の
打
合
せ
が
あ
る
日
を
ね
ら
っ
て
、

で
き
る
だ
け
現
場
に
出
向
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

や
は
り
現
場
が
大
切
だ
と
い
う
思
い
と
、
お
客
様

と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
目
的
も
あ
り
ま
す
。

実
際
に
こ
の
案
件
依
頼
、
相
談
依
頼
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
東
九
州
自
動
車
道
が
で
き
、
他
県
か
ら

来
て
道
の
駅
に
立
ち
寄
る
な
ど
、
道
路
に
慣
れ
な

い
利
用
者
が
増
え
る
と
道
路
事
情
も
変
わ
り
ま

す
。
そ
こ
で
新
た
な
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
機
会
が
あ

り
ま
す
。
他
に
も
道
路
の
冠
水
対
策
や
、
他
社
で

行
っ
た
歩
道
設
計
の
照
査
と
か
。
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
式
の
2
週
間
前
に
、
当
日
配
布
す
る
資
料
を
作

成
し
て
ほ
し
い
と
か
（
笑
）
。
O
C
な
ら
気
軽
に

相
談
で
き
る
と
い
う
雰
囲
気
で
、
継
続
し
た
仕
事

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
伺
っ
た
。

「
他
社
の
エ
ー
ス
級
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
負
け
た

く
な
い
。
自
分
の
顔
と
名
前
で
仕
事
が
取
れ
る
レ

ベ
ル
に
成
長
し
た
い
で
す
ね
。
支
店
は
限
ら
れ
た

メ
ン
バ
ー
で
、
幅
広
い
業
務
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
観
光
や
地
域
活
性
化
な

ど
、
交
通
分
野
以
外
に
も
事
業
領
域
を
広
げ
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
管
理
技
術
者
と
な
っ
た
今
も
、
さ
ら
な
る
高
み

を
目
指
す
と
い
う
荒
井
。
優
し
い
瞳
の
中
に
闘
志

が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

トンネル開通の整備効果のとりまとめや道の駅の駐
車マスの改良計画など、さまざまな検討を実施。

同
じ
管
内
の
渋
滞
対
策
・
事
故
対
策
の
検
討
業
務
を
一
括
受
注
。

2
つ
の
部
署
の
調
整
役
と
な
り
、
継
続
的
な
信
頼
関
係
を
構
築
。

入社後は関東支店・関西支
店において、環境関連の業
務に従事する。近年では従
来の環境業務のほか、再生
可能エネルギー関連のプロ
ジェクトも担当。

東北支店に配属後、関東支
店に異動してからは交通分
野に携わる。2009年より九
州支店へ。現在は交通円滑
化や交通安全のほか、地域
活性化など重点化事業にも
関わる。
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私 ゴと トシ

OCグローバル 
総合開発事業部 
空港部 次長
横浜国立大学卒

森永 友貴
（もりなが・ゆうき）

OC入社後、橋梁構造設計
や沿道環境整備に従事。モ
ンゴルへの1年間の海外研
修を経て、現在はOCグロー
バルで空港開発案件に携わ
る。

レ
イ
市
ナ
ザ
ブ
空
港
の
改
修
拡
張
事
業﹇
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
国
﹈

空 

港

5

OCグローバル 
軌道交通事業部 
軌道交通技術部 課長
東京都立大学大学院了
UCEM大学院在学中

朝倉 安佳
（あさくら・あんけい）

入社から10年間は、海外の
上下水道の上流から下流
（MP／FS／BD／DD／
SV）の案件に従事。その後、
家族を帯同できる長期赴任
が比較的多い軌道部へ。
2014年末より1年間インド
ネシアのメトロ案件を担当。

ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市
高
速
鉄
道 

施
工
監
理
フ
ェ
ー
ズ
1﹇
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
﹈

軌 

道

6 旅
客
数
増
加
に
よ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
滑
走
路
の
改
善
に
伴
い
、

自
然
環
境
や
社
会
環
境
に
配
慮
し
た
環
境
管
理
計
画
を
検
討
。

　
首
都
を
含
む
主
要
都
市
が
位
置
す
る
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
島
は
、
山
岳
部
以
外
を
熱
帯
雨
林
に
覆
わ

れ
、
険
し
い
地
形
条
件
か
ら
航
空
輸
送
は
重
要
な

役
割
を
担
う
。
年
率
6
％
も
の
高
い
経
済
成
長
に

伴
い
、
旅
客
数
は
急
速
に
拡
大
。
ナ
ザ
ブ
空
港
の

国
内
線
旅
客
数
は
年
間
30
万
人
を
超
え
、

2
0
2
5
年
に
は
90
万
人
に
増
加
す
る
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。

「
国
内
最
大
の
貨
物
取
扱
量
を
誇
る
レ
イ
港
を
有

す
レ
イ
市
は
、
農
作
物
の
一
大
集
積
地
で
、
数
多

く
の
天
然
資
源
の
開
発
拠
点
。
ナ
ザ
ブ
空
港
は
市

の
郊
外
に
位
置
し
ま
す
。
1
9
7
0
年
代
の
建
設

か
ら
40
年
以
上
経
過
し
、
設
備
の
劣
化
に
よ
る
頻

繁
な
停
電
、
外
壁
が
剥
が
れ
落
ち
る
な
ど
施
設
は

老
朽
化
。
手
荷
物
や
保
安
検
査
を
人
力
で
処
理
す

る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
低
下
も
懸
念
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
滑
走
路
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

国
際
線
の
就
航
が
望
ま
れ
る
も
の
の
、
航
空
機
の

大
型
化
や
国
際
基
準
に
満
た
な
い
滑
走
路
幅
や
舗

装
強
度
な
ど
、
安
全
面
で
の
改
善
も
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
」

　
そ
う
語
る
の
は
現
地
で
活
躍
す
る
森
永
だ
。
具

体
的
な
担
当
業
務
を
伺
っ
て
み
た
。

「
現
状
調
査
の
段
階
か
ら
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
自

然
環
境
で
は
、
空
港
を
作
る
場
所
に
保
全
地
域
が

あ
る
の
か
。
社
会
環
境
で
は
、
用
地
拡
張
や
住
民

移
転
に
係
る
補
償
の
範
囲
お
よ
び
規
模
な
ど
を
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
騒
音
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

解
析
ソ
フ
ト
を
用
い
て
、
航
空
機
騒
音
の
影
響
範

囲
の
変
化
を
予
測
し
ま
す
」

　
空
港
事
業
は
周
辺
へ
の
影
響
が
大
き
く
、
幅
広

い
視
点
か
ら
の
調
査
が
必
要
と
な
る
。

　
業
務
進
行
上
で
課
題
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
現
地
の
航
空
局
、
ド
ナ

ー
は
J
I
C
A
で
す
。
前
者
は
開
発
規
模
を
大

き
く
し
た
い
気
持
ち
が
強
く
、
後
者
は
適
正
な
円

借
款
を
実
現
す
る
た
め
規
模
を
必
要
最
低
限
に
と

ど
め
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
向
を
調
整
す
る
の
に

苦
労
し
ま
し
た
。
地
下
資
源
の
豊
富
な
国
と
し
て

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
ま
る
一
方
、
住
民
の
生
活
レ

ベ
ル
は
ほ
と
ん
ど
進
歩
が
な
い
。
空
港
の
整
備
に

よ
り
物
流
を
活
性
化
し
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
し

た
い
と
思
い
ま
す
」

　
最
後
に
、
森
永
が
考
え
る
空
港
事
業
の
可
能
性

に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

「
調
査
〜
計
画
〜
設
計
〜
施
工
だ
け
で
な
く
、
完

成
後
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
空
港
は
商
業
的
な
収
益
が
見
込
め
る
場

所
。
今
後
は
空
港
の
運
営
、
つ
ま
り
事
業
経
営
ま

で
考
え
た
企
画
提
案
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
近
年
、

民
間
事
業
者
と
協
働
で
P
P
P
案
件
に
参
画
す
る

機
会
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
他
方
、
中
国
が
主

体
と
な
る
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
の
設
立

で
、
ド
ナ
ー
間
の
競
争
激
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

私
自
身
、
日
本
の
高
度
な
環
境
技
術
が
強
み
に
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
差
別
化
を
図
る
努
力
を
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
海
外
案
件
で
は
、
相
手
国
の
自
主
性
お
よ
び
多

様
性
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
と
語
る
森
永
。
日

本
の
特
性
を
活
か
し
た
イ
ン
フ
ラ
輸
出
の
未
来
を

切
り
拓
く
。

開発事業域の管制塔からの眺望。駐機場やターミナ
ルエリア、駐車場が見える。

物
流
の
活
性
化
に
よ
る
地
域
貢
献
を
目
指
し
、

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
ド
ナ
ー
の
意
向
を
調
整
。

空
港
の
処
理
能
力
や
機
能
の
向
上
に
よ
り

産
業
・
物
流
の
拠
点
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
貢
献
で
き
る
の
は
誇
り
。

調
達
・
契
約
管
理
な
ど
活
動
の
幅
を
広
げ
た
い
。

Q
S
と
し
て
支
払
な
ど
の
業
務
を
担
当
し
、

P
M
を
補
助
す
る
役
と
し
て
案
件
に
従
事
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
同
国
最

大
の
都
市
。
そ
の
都
市
圏
人
口
は
約
3
0
0
0
万

人
と
、
東
京
に
次
ぐ
世
界
第
2
位
を
誇
る
東
南
ア

ジ
ア
有
数
の
メ
ガ
シ
テ
ィ
だ
。
現
在
、
行
政
が
頭

を
抱
え
る
問
題
の
ひ
と
つ
に
交
通
渋
滞
が
あ
る
。

そ
の
緩
和
や
輸
送
力
増
強
を
目
指
し
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
初
の
メ
ト
ロ
「
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市
高
速
鉄

道
」
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市
高
速
鉄
道
南
北
線
の
第
1
期

区
間
は
、
全
長
約
15.7
k
m
。
2
0
1
3
年
に
着

工
、
2
0
1
9
年
の
開
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
Q
S
（Quantity
Surveyor

）

と
し
て
途
中
参
加
し
、
主
に
支
払
な
ど
の
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
施
工
業
者
へ
の
中
間
払
い
請

求
の
確
認
や
出
来
高
ベ
ー
ス
の
現
場
工
事
の
進
捗

確
認
、
工
期
延
長
や
変
更
要
求
に
伴
う
数
量
・
コ

ス
ト
の
管
理
、
施
主
の
予
算
管
理
や
サ
ポ
ー
ト
な

ど
、
幅
広
い
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
通
常
、
予
算
は

あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
土

地
収
用
、
地
下
埋
設
物
の
移
設
、
設
計
変
更
な
ど

の
問
題
に
よ
り
、
予
算
の
上
限
を
超
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
施
主

に
対
し
て
状
況
を
説
明
し
、
新
た
な
予
算
の
確

保
、
あ
る
い
は
予
算
内
で
で
き
る
よ
う
業
務
を
除

外
す
る
提
案
を
行
い
ま
す
」

　
そ
う
語
る
朝
倉
に
、
ど
ん
な
苦
労
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

「
調
達
方
法
と
し
て
、
本
案
件
で
は
デ
ザ
イ
ン
ビ

ル
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
達
方
法
は
詳

細
設
計
を
施
工
業
者
が
実
施
す
る
の
で
、
従
来
の

方
法
（
コ
ン
サ
ル
の
詳
細
設
計
完
了
後
、
施
工
業

者
の
入
札
が
開
始
す
る
方
法
）
と
比
較
し
て
工
期

を
短
縮
で
き
、
施
主
お
よ
び
コ
ン
サ
ル
の
労
力
を

軽
減
で
き
る
の
が
長
所
で
す
。
そ
の
反
面
、
短
所

と
し
て
は
施
工
業
者
選
定
後
に
変
更
が
生
じ
た
場

合
、
コ
ス
ト
増
や
そ
れ
に
伴
う
作
業
が
大
幅
に
増

加
し
ま
す
。

本
案
件
で
は
、
先
述
の
土
地
収
用
等
の
問
題
に
よ

り
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
の
長
所
を
最
大
限
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
な
い
上
、
コ
ン
サ
ル
は
当
初
の
少

な
い
マ
ン
マ
ン
ス
で
様
々
な
対
応
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
本
案
件
に
関
わ
っ
た
皆
さ
ん
に
は
大
変
な

苦
労
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
P
M
と
比

べ
た
ら
私
の
苦
労
は
微
々
た
る
も
の
で
す
が
、
問

題
山
積
の
中
で
一
団
員
と
し
て
日
々
様
々
な
決
断

に
直
面
す
る
P
M
を
間
近
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
で

学
ぶ
こ
と
が
多
い
毎
日
で
し
た
」

　
地
下
鉄
の
開
業
は
、
渋
滞
緩
和
に
大
き
く
寄
与

す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。
最
後
に
今
後
の
目
標

を
伺
っ
て
み
た
。

「
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
渋
滞
は
本
当
に
ひ
ど
く
、
夕
方

に
は
車
の
速
度
が
歩
く
ス
ピ
ー
ド
よ
り
も
遅
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら
、
自
分
の
携
わ
る

仕
事
が
地
域
の
課
題
解
決
に
貢
献
で
き
る
の
は
大

き
な
誇
り
で
す
。
本
鉄
道
案
件
以
外
に
、
私
は
下

水
道
整
備
の
施
工
監
理
案
件
も
経
験
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
先
述
の
土
地
収
用
等
の
共
通
し
た
問
題

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
施
工
業

者
が
落
札
す
る
前
に
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

観
点
で
、
調
達
方
法
や
契
約
内
容
等
で
一
工
夫
を

加
え
る
こ
と
で
、
施
主
・
施
工
会
社
・
コ
ン
サ
ル

等
す
べ
て
の
関
係
者
の
苦
労
を
少
し
で
も
軽
減
で

き
る
と
信
じ
、
い
ま
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
活

動
の
場
を
広
げ
た
い
で
す
ね
」

　
世
界
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
献
し
た
い
│
。
そ
う
断
言

す
る
朝
倉
の
目
に
は
、
新
た
な
目
標
が
宿
っ
て
い
た
。

地下鉄の完成予想図。路線は、地上駅と地下駅を経
由する。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
初
、
待
望
の
地
下
鉄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

2
0
1
9
年
の
開
業
に
向
け
、
渋
滞
緩
和
と
経
済
発
展
に
貢
献
。



1718

私 ゴと トシ

OCグローバル 
プランニング事業部 
都市地域開発部 
防災・観光開発グループ
東京理科大学大学院了

古田 明広
（ふるた・あきひろ）

OCから異動後、ジオインフ
ォマティクスに関わる技術と
経験を活かし、農業・水資源・
防災など多様な業務に従
事。現在はハザード分析や
災害リスクアセスメントを主
に担当する。

カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
に
お
け
る
地
震
災
害
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト﹇
ネ
パ
ー
ル
国
﹈

防
災
・
震
災
復
興

7

OCグローバル 
道路交通事業部 
交通計画部
埼玉大学大学院了

大和田 学
（おおわだ・まなぶ）

都市・地域計画グループを
経て交通計画グループへ異
動し、交通マスタープランや
F/S（事業実現調査）などを
担当。現在は、主に鉄道など
交通インフラの需要予測に
携わる。

北
部
地
域
穀
物
輸
送
網
整
備
に
関
す
る
情
報
収
集
・
確
認
調
査﹇
ブ
ラ
ジ
ル
国
﹈

物 

流

8 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
直
前
に
発
生
し
た
死
者
8
千
人
超
の
大
地
震
。

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
加
え
、
震
災
復
旧
復
興
を
全
力
で
支
援
。

　
ネ
パ
ー
ル
は
日
本
と
同
様
、
プ
レ
ー
ト
型
地
震

の
リ
ス
ク
が
高
い
国
。
2
0
0
2
年
に
日
本
の
支

援
で
実
施
さ
れ
た
地
震
被
害
推
定
調
査
か
ら
約
13

年
が
経
過
し
、
そ
の
間
に
カ
ト
マ
ン
ズ
盆
地
で

は
、
急
激
な
人
口
増
加
な
ど
社
会
経
済
状
況
が
大

き
く
変
化
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
地
震
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
再
実
施
や
、
実
効
性
の
あ
る
地
域

防
災
計
画
の
策
定
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な

矢
先
の
2
0
1
5
年
4
月
25
日
。
グ
ル
カ
地
震
が

首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
市
を
襲
っ
た
。

「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.8
、
死
者
8
千
人
超
、
負
傷
者

2
万
人
以
上
と
い
う
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

本
来
の
業
務
は
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
い
っ
て
、

シ
ナ
リ
オ
地
震
を
設
定
し
て
地
震
が
発
生
す
る
範
囲

や
規
模
を
想
定
し
、
被
害
状
況
を
分
析
。
地
域
の
脆

弱
性
を
評
価
し
、
防
災
計
画
を
策
定
す
る
と
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
予
期
せ
ぬ
大
地
震

が
発
生
し
、
業
務
に
プ
ラ
ス
せ
さ
れ
る
形
で
復
旧
復

興
支
援
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に
。
J
I
C
A
の
支
援

チ
ー
ム
が
組
織
さ
れ
、
当
社
か
ら
も
3
名
が
震
災
直

後
に
現
地
入
り
し
ま
し
た
」

　
震
災
後
の
混
乱
の
な
か
、
古
田
は
土
地
勘
の
な

い
国
で
活
動
を
開
始
す
る
。

「
私
の
専
門
は
ジ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
と
い

い
、
地
理
・
地
形
な
ど
空
間
情
報
に
加
え
、
人

口
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
状
況
な
ど
経
済
・
社
会
デ
ー

タ
を
総
合
的
に
分
析
し
、
地
域
ご
と
の
災
害
リ
ス

ク
を
検
討
す
る
こ
と
が
仕
事
で
す
。
震
災
後
す
ぐ

に
観
測
さ
れ
た
人
工
衛
星
の
画
像
か
ら
被
害
状
況

を
確
認
。
建
物
被
災
状
況
の
調
査
な
ど
か
ら
着
手

し
ま
し
た
。
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
調
整
、
現
地
要
人
と
の
協
議
な
ど
膨
大
な
業

務
を
メ
ン
バ
ー
一
丸
と
な
っ
て
進
め
ま
し
た
」

　
震
災
復
旧
は
緊
急
を
要
す
る
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
判
断
力
や
調
整
力
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
。

　
現
在
、
大
規
模
な
復
興
支
援
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
質
問
を
ぶ
つ
け
て
み
た
。

「
現
在
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
災
害
に
強
い
国
土
を
作

る
こ
と
を
目
標
と
し
た
『
B
u
i
l
d
B
a
c
k 

B
e
t
t
e
r
に
基
づ
い
た
復
興
』
を
掲
げ
、
日

本
に
よ
る
支
援
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
直

後
は
、
阪
神
淡
路
・
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
活

か
し
、
ま
ず
は
耐
震
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
展
示
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
対
象
と
し
た
防
災
啓
発
活
動
、

建
物
の
被
害
を
詳
細
に
調
べ
る
現
地
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域
の
復
旧
復
興

計
画
に
反
映
で
き
る
情
報
の
収
集
も
並
行
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」

　
世
界
で
注
目
さ
れ
る
日
本
の
防
災
技
術
だ
が
、

古
田
の
考
え
は
少
し
違
っ
た
。

「
ネ
パ
ー
ル
の
大
地
震
が
起
き
る
直
前
、

2
0
1
5
年
3
月
に
第
3
回
国
連
世
界
防
災
会
議

が
仙
台
で
開
催
さ
れ
、
日
本
は
世
界
の
防
災
活
動

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
っ
て
い
く
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。
日
本
の
防
災
技
術
を
世
界
に
発
信
す

る
機
会
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
た
し
か
に
技
術
や

実
績
は
重
要
で
す
が
、
押
し
売
り
の
防
災
対
策
を

し
て
は
だ
め
。
国
や
地
域
に
よ
り
地
形
や
気
象
、

起
き
る
自
然
災
害
の
種
類
、
文
化
や
生
活
ス
タ
イ

ル
も
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
十
分
に
ふ
ま
え
た

防
災
・
復
興
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
」

　
ジ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
は
、
途
上
国
で
大

き
な
需
要
が
あ
る
と
言
う
古
田
。
そ
の
技
術
に
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

左）震災直後の被災状況。市街地にはレンガ造りの古
い建物が多く、被害は甚大だ。
右）再建に向けた耐震モデルハウスが住民に周知さ
れた。

〝
ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
〞
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域
の
復
旧
復
興
計
画
策
定
を
開
始
。

ジ
オ
イ
ン
フ
ォ
マ
テ
ィ
ク
ス
の
技
術
を
活
か
し

震
災
後
の
観
測
デ
ー
タ
か
ら
被
害
状
況
を
分
析
。

円
借
款
以
外
の
ス
キ
ー
ム
を
検
討
す
る
な
ど

開
発
途
上
国
だ
け
で
な
く
中
進
国
へ
拡
大
。

イ
タ
キ
港
に
到
る
穀
物
輸
送
網
を
整
備
し
、

食
糧
安
全
保
障
や
日
系
企
業
の
参
入
を
支
援
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
北
部
は
、
日
本
の
食
糧
安
全
保
障
の

観
点
で
重
要
な
地
域
だ
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
穀
物

の
輸
送
ル
ー
ト
は
中
西
部
か
ら
南
部
、
南
東
部
に

集
中
し
て
お
り
、
北
部
地
域
は
輸
送
網
が
脆
弱
だ

と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
大
豆
や
と
う

も
ろ
こ
し
な
ど
穀
物
の
安
定
供
給
に
向
け
、
北
部

地
域
へ
の
日
本
の
支
援
方
策
の
検
討
を
行
う
た
め

の
基
礎
情
報
の
収
集
・
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

「
2
0
1
4
年
8
月
、
安
倍
首
相
が
ブ
ラ
ジ
ル
を

訪
問
し
穀
物
輸
送
日
伯
合
同
会
議
が
設
立
さ
れ
、

ブ
ラ
ジ
ル
政
府
か
ら
3
つ
の
北
部
穀
物
輸
送
網
ル

ー
ト
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
の
目
的
は
、
こ

の
輸
送
網
の
整
備
に
よ
る
日
本
へ
の
裨
益
効
果
を

図
り
、
日
系
企
業
の
参
入
支
援
策
を
検
討
す
る
こ

と
。
ま
た
、
イ
タ
キ
港
の
重
要
性
を
確
認
す
る
こ

と
で
し
た
」

　
イ
タ
キ
港
は
北
東
部
に
位
置
し
、
大
豆
を
中
心

と
し
た
農
業
地
帯
や
鉄
鉱
石
な
ど
天
然
資
源
の
産

地
と
は
、
カ
ラ
ジ
ャ
ス
鉄
道
や
主
要
な
幹
線
道
路

で
接
続
。
港
湾
立
地
上
の
地
理
的
優
位
性
が
あ

る
。
大
和
田
は
イ
タ
キ
港
を
中
心
と
し
た
調
査
業

務
を
開
始
し
た
。

「
陸
上
輸
送
計
画
の
担
当
者
と
し
て
、
穀
物
輸
送

に
お
け
る
鉄
道
・
道
路
の
現
状
を
調
査
し
、
計
画

の
整
理
と
日
本
政
府
の
支
援
方
策
の
提
案
を
支
援

す
る
仕
事
で
す
。
イ
タ
キ
港
お
よ
び
港
に
接
続
す

る
鉄
道
や
道
路
な
ど
輸
送
網
の
地
勢
的
・
経
済
的

重
要
性
を
確
認
。
日
本
企
業
へ
の
直
接
的
な
裨
益

効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。
ま
た
、
輸
送
コ
ス
ト
の

削
減
に
よ
る
世
界
の
穀
物
市
場
に
与
え
る
影
響

や
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
穀
物
生
産
競
争
力
を
試
算
し
ま

し
た
」

　
約
半
年
に
及
ん
だ
調
査
で
、
大
和
田
は
た
し
か

な
手
応
え
を
つ
か
ん
だ
。

　
O
C
グ
ロ
ー
バ
ル
で
は
中
南
米
の
実
績
が
多
く

な
い
。
苦
労
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
新
た
な
市
場
に
参
入
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
、
特
に
交
通
分

野
に
お
い
て
中
南
米
で
の
経
験
が
少
な
く
、
ロ
ー

カ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
づ
く
り
や
情
報
不
足

に
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
円
借
款

卒
業
国
で
、
い
わ
ゆ
る
中
進
国
で
す
。
こ
れ
ま
で

経
験
し
て
き
た
開
発
途
上
国
と
は
案
件
形
成
の
仕

方
が
異
な
り
ま
し
た
。
開
発
途
上
国
の
場
合
は
資

金
不
足
が
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
は
円
借
款
な
ど
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
と
こ
ろ
が
ブ
ラ
ジ
ル
は
経
済
規
模
が
小

さ
く
な
い
た
め
、
円
借
款
だ
け
で
な
く
自
国
予
算

や
民
間
資
金
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
多
様

な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
ス
キ
ー
ム
を
提
案
す
る
必
要
が

あ
り
ま
し
た
」

　
中
進
国
を
含
め
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

意
見
を
伺
っ
た
。

「
J
I
C
A
の
案
件
は
安
定
的
な
資
金
回
収
の

面
で
魅
力
的
で
す
が
、
ド
ナ
ー
間
の
価
格
競
争
激

化
や
予
算
縮
小
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
従
来
の

O
D
A
を
通
じ
た
開
発
途
上
国
へ
の
支
援
に
軸
足

を
置
き
つ
つ
、
中
長
期
的
に
は
中
進
国
で
の
現
地

政
府
案
件
や
民
間
資
金
案
件
に
参
画
し
た
い
。
環

境
の
変
化
に
合
わ
せ
、
新
た
な
業
務
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　
従
来
の
業
務
範
囲
に
と
ら
わ
れ
て
は
い
け
な
い

と
強
調
す
る
大
和
田
。
今
後
の
新
た
な
展
開
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

物流の重要拠点となるイタキ港。カラジャス鉄道や道
路の整備により、輸出量の拡大が望まれている。

南
部
と
比
べ
脆
弱
な
ブ
ラ
ジ
ル
北
部
地
域
の
輸
送
網
を
調
査
し
、

穀
物
の
安
定
供
給
を
目
的
と
し
た
日
本
の
支
援
策
を
検
討
。

中央が大和田
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子
高
齢
化
に
加
え
、
2
0
0
8
年
に
始
ま
っ
た
我
が
国
の
人
口
減
少
は

加
速
度
的
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
に

よ
り
、
地
方
の
人
口
減
少
や
経
済
縮
小
は
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
な
か
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
を
発
表
。
東
京
一
極
集
中
の

是
正
や
地
域
特
性
に
即
し
た
課
題
の
解
決
、
さ
ら
に
若
い
世
代
の

就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の
希
望
を
実
現
す
る
と
い
う
、
3
つ
の

基
本
的
視
点
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
号
で
は
地
方
創
生
に

向
け
た
「
地
域
活
性
化
」
へ
の
我
が
社
の
取
り
組
み
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
人
々
が
安
心
し
て
生
活
し
、
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
社
会
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
で
、
活
力

の
あ
る
地
方
を
創
生
す
る
│
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
し
ご
と
」
が
「
ひ
と
」
を
呼
び
、「
ひ
と
」
が

「
し
ご
と
」
を
呼
び
込
む
好
循
環
を
確
立
し
、

新
た
な
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
好
循
環
を
支
え
る
の
が
「
ま

ち
」
。
地
域
活
性
化
は
、「
ま
ち
」
に
活
力

を
取
り
戻
す
起
爆
剤
と
な
り
ま
す
。
こ
の
観

点
か
ら
、
①
自
立
性
　
②
将
来
性
　
③
地
域

性
　
④
直
接
性
　
⑤
結
果
重
視
　
と
い
う

5
つ
の
原
則
に
即
し
た
政
策
の
整
備
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。
地
方
創
生
は
日
本
の
創

生
。
地
方
と
東
京
圏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を

活
か
し
、
日
本
全
体
を
引
っ
張
っ
て
い
く
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
で
は
、

国
・
地
方
そ
れ
ぞ
れ
に
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
5

か
年
の
総
合
戦
略
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
2
0
6
0
年
に
1
億
人
程
度
の

人
口
を
確
保
す
る
と
い
う
「
人
口
減
少
問
題
の
克

服
」
。
さ
ら
に
、
2
0
5
0
年
代
に
実
質
G
D
P
成
長

率
1.5
〜
2
％
程
度
維
持
す
る
と
い
う
「
成
長
力
の
確
保
」

と
い
う
、
2
つ
の
展
望
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

 

一
方
、
5
か
年
の
総
合
戦
略
と
し
て
、
各
地
域
の
人
口
動
向

や
産
業
実
態
な
ど
を
ふ
ま
え
た
2
0
1
5
〜
2
0
1
9
年
度
の

政
策
目
標
・
施
策
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
安
定
し
た
雇
用
の
創
出

を
目
標
と
し
て
、
農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
、
訪
日
外
国
人
増

加
に
伴
う
雇
用
拡
大
、
地
方
の
中
核
企
業
（
候
補
を
含
む
）
へ
の
雇

用
支
援
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
方
移
住
の
推
進
や
企
業

拠
点
の
誘
致
な
ど
、
地
方
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
を
創
出
。
さ
ら
に
、

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
支
援
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

実
現
な
ど
、
成
果
目
標
を
数
値
化
し
た
検
討
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
か
ら
地
方
に
対
し
て
は
情
報
・
人
的
・
財
政
面
か
ら
支
援
を
行
い
、

「
切
れ
目
」
の
な
い
施
策
を
展
開
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
で
は
い
ち
早
く
「
地
域
活
性
化
」
を
重
点
化
事
業
の
1
つ
に
掲
げ
、

地
方
創
生
の
推
進
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、

「
地
域
活
性
化
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
企
業
と
な
る
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
と

し
、
地
域
活
性
化
の
拠
点
づ
く
り
と
そ
の
魅
力
向
上
に
努
め
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
へ
の
展
開
や
自
主
事
業
の
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
観
光

　
②
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
　
③
事
業
経
営
　
④
都
市
開
発
・
P
P
P
事
業
　
と
い

う
4
つ
の
テ
ー
マ
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

　
事
業
の
総
合
化
や
複
合
化
に
は
、
自
主
事
業
と
コ
ン
サ
ル
業
務
と
の
融
合

が
カ
ギ
。
社
内
の
連
携
だ
け
で
な
く
社
外
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
地
域
の
課
題

や
特
性
に
合
わ
せ
た
地
方
創
生
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

■ 地方創生に向けた政策5原則■ オリエンタルコンサルタンツが目指す地域活性化

自立性（自立を支援する施策）
地方・地域・企業・個人の自立に資するものであること。この中で、外部人材
の活用や人づくりにつながる施策を優先課題とする。

将来性（夢を持つ前向きな施策）
地方が主体となり行う、夢を持つ前向きな取り組みに対する支援に重点を
おくこと。

地域性（地域の実情等を踏まえた施策）
国の施策の「縦割り」を排除し、客観的なデータにより各地域の実情や将来
性を十分に踏まえた、持続可能な施策を支援するものであること。

直接性（直接の支援効果のある施策）
ひと・しごとの移転・創出を図り、これを支えるまちづくりを直接的に支援す
るものであること。

結果重視（結果を追求する施策）
プロセスよりも結果を重視する支援であること。このため、目指すべき成果
が具体的に想定され、検証等がなされるものであること。

地域活性化を総合的に
マネジメントする企業となる

・ 地域活性化の拠点づくりと
  拠点の魅力向上による事業の成長

・ エリアマネジメントへの展開拡大と自主事業の実施

少

～「人口減少」と「地域経済縮小」の克服に向けた取り組み～

コンサルタントの新たな可能性の追求
特集｜地方創生の“最前線”

ビジョン

自主事業とコンサル業務の融合

①「コンサル業務」と「自主事業」の双方向での展開
②「拠点」から「地域全体」への展開拡大
③「コンサル業務」と「拠点の自主事業」の双方向での展開
④自主事業は「プラットフォーム」を活用し展開

戦 略

観　光 事業経営

再生
エネルギー

都市開発
PPP事業

地域活性化

地域活性化を推進する4つの事業

「
人
口
減
少
問
題
の
克
服
」と「
成
長
力
の
確
保
」へ
。

 

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た
総
合
戦
略
を
推
進
。

 

自
主
事
業
と
コ
ン
サ
ル
業
務
の
融
合
に
よ
り
、

地
域
活
性
化
を
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。

個別箇所
【小さな拠点】

総合化・複合化
【地域全体】

コンサル業務
【調査計画設計】

自主事業
【事業経営】

地方版総合戦略
観光事業支援
観光振興計画

コンパクト＆ネットワーク事業

政策支援

拠点整備等のコンサル業務
事業ＦＳ調査

ＰＰＰアドバイザリー業務
未利用地利活用調査

拠点のコンサル業務

関連子会社事業
広域地域情報ツール

着地型観光事業

広域（観光）プラットフォーム

公園等の指定管理事業
再生可能エネルギー事業

地域活性化事業
事業再生プロジェクト

拠点の自主事業

地域
活性化か

ら“地方創生”に挑む

1

1

3 22 4
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回を重ねるごとに、普段は無口な生徒が積
極的に発言するなど、これまでにないほど
真剣に取り組んでくれました。担任や父兄
の方々からも好評で、来年以降もぜひ継続
したい。

お客様の声

吉井小学校 校長 三善 眞由美様

答えてくれたヒト

当初、観光教育については半信半疑でした
が、観光振興の気運を高めるのに効果があ
ると実感。アプリ開発とともに地域の取り組
みがメディアで紹介されたのは嬉しかった
ですね。

うきは市 ブランド推進課長 田篭 正規様

答えてくれたヒト

川手フルーツ農園 川手悟様

答えてくれたヒト

協力農園の声
昨年は、南アルプスゲートウェイと
の連携企画で農作業体験とフル
ーツ狩りを実施させていただきま
した。体験したお客さんには満足
いただいたと聞いて嬉しく思って
おります。今後においても昨年と
引き続き、来ていただいたお客さ
んに更に満足いただけるように、
フルーツの加工などもセットとした
企画など引き続き連携していきた
いと思います。超小型モビリティの
新たな活用なども含め、今後の活
躍に期待したいです。

●●櫛形山へのトレッキングツアーを企画・実施。四季
折々の自然を満喫できる。●1人乗り電気自動車のレン
タルサービスを利用可能。他にも電動アシスト自転車も
あり、エコな乗り物で南アルプスの魅力を体感。●富士
山や南アルプスの眺望は最高の瞬間！●紅葉の季節は
特に人気。ジャンボタクシーで送迎されるため、年配の参
加者でも身軽に登山を楽しめる。

地域と連携した着地型観光事業を中心に、
小規模事業を複数組み合わせた「マルチ活性化」。

地 域 活 性 化  ＋ 観 光

山梨県 株式会社南アルプスゲートウェイ

工藤 誠（くどう・まこと）
OC 関東支店 プロジェクト開発部長 兼 都市デザイン部長 兼 
株式会社南アルプスゲートウェイ 代表取締役　東京工業大学大学院了

1997年入社後、東京事業本部環境文化部に配属され、主に景観・環境分野の業務に携わる。そ
の後2005年には、景観分野の責任リーダーを担当。2011年に、低炭素・エネルギー部長として
幅広い業務に関わり現職となる。

南
ア
ル
プ
ス
は
フ
ル
ー
ツ
や
そ

の
加
工
品
、
美
し
い
眺
望
・
自
然

景
観
な
ど
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
地
域

で
す
。
O
C
が
運
営
す
る
「
南
ア

ル
プ
ス
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
」
で
は
、

こ
れ
ら
の
観
光
資
源
を
活
か
し
、

地
域
と
連
携
し
た
着
地
型
観
光
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
農
業
体
験
や
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
レ
ン
タ

ル
な
ど
体
験
型
商
品
を
開
発
。
観

光
プ
ラ
ン
や
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ

ー
、
観
光
地
・
お
店
マ
ッ
プ
な
ど

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
W
e
b
サ
イ

ト
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
な
ど
を
通
じ

て
発
信
し
て
い
ま
す
。

自
主
事
業
に
は
、
従
来
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
と
は
全
く
違
う

厳
し
さ
と
自
由
度
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
資
源
や
魅
力
を
活
用
し
た

観
光
交
流
を
図
る
と
い
う
こ
と
を

持
続
さ
せ
る
た
め
に
、
自
分
た
ち

自
身
も
「
経
営
」
を
成
り
立
た
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
善
意
」
だ
け
で
は
続
か
な
い
。

一
方
で
、
自
分
た
ち
が
責
任
を
負

う
以
上
、
や
る
こ
と
や
時
間
の
使

い
方
の
制
約
は
少
な
く
、
経
営
が

成
り
立
つ
限
り
は
何
度
で
も
挑
戦

が
で
き
る
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

観
光
振
興
の
取
り
組
み
は
徐
々

に
成
果
が
出
始
め
て
い
る
も
の

の
、
変
化
と
改
善
の
日
々
。
地
域

へ
の
貢
献
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
そ
の
な
か
で
地
域
内
に
会
社

を
置
く
こ
と
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
り
、
外
部
か
ら
支
援
す
る

の
と
主
体
的
に
事
業
を
行
う
の
と

で
は
雲
泥
の
差
。
同
じ
立
場
で
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
で
地

域
の
方
々
へ
の
説
得
力
が
発
揮
で

き
ま
す
。

O
C
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
観
光
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
の

切
り
口
か
ら
地
域
活
性
化
事
業
に

参
画
し
て
い
ま
す
が
、
単
体
事
業

で
出
せ
る
成
果
は
小
さ
く
限
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
の
目

標
は
、
小
規
模
事
業
を
複
数
組
み

合
わ
せ
た
「
マ
ル
チ
活
性
化
」
。

農
業
6
次
化
や
教
育
サ
ー
ビ
ス
な

ど
と
も
連
携
し
、
循
環
の
輪
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

困難な合意形成を乗り越え、新たなサービスを提案。
観光アプリ開発と小学生を対象とした観光教育を実施。

教 育  ＋ 観 光  ＋ 地 域 活 性 化

福岡県 うきは市観光教育プログラム

入社以来、交通関連業務に従事。転籍した総合マネジメント部では、観光など新規事業を開拓。
業務で得た人脈から民間向け交通安全支援プログラムを開発し、㈱トータルフリートサービスの
代表取締役に就任。今年４月に㈱ＴＯＣ総研を立ち上げ取締役に就任。

う
き
は
市
の
地
域
活
性
化
に

向
け
た
、
リ
サ
ー
チ
ア
ン
ド
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
の
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
を
中
心
と
し
た

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
、
飲
食
店
な

ど
を
紹
介
す
る
観
光
ア
プ
リ
を

開
発
。
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
っ
て
街
を
散
策
で
き

る
仕
組
み
を
提
案
し
ま
し
た
。

地
域
の
観
光
名
所
や
店
舗
に
ビ

ー
コ
ン
セ
ン
サ
ー
と
呼
ば
れ
る

通
信
機
器
を
設
置
し
、
歴
史
な

ど
の
詳
細
情
報
や
店
舗
の
ク
ー

ポ
ン
な
ど
を
配
信
。
サ
ー
ビ
ス

品
質
の
向
上
、
消
費
の
促
進
に

よ
っ
て
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
吉
井
小
学
校
を
対
象

に
、
総
合
学
習
の
時
間
を
利
用

し
た
観
光
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
。
座
学
に
よ
る
授
業
、
街

歩
き
を
中
心
と
し
た
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
、
発
表
、
表
彰
を
経

て
、
小
学
生
目
線
で
の
観
光
ル

ー
ト
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
小
学
校
に
お
け

る
観
光
教
育
の
先
進
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
新
聞
や
T
V
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
幅
広
く
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
小
学
生
の

父
兄
か
ら
も
好
評
で
、
観
光
に

取
り
組
む
機
運
が
生
ま
れ
、
ク

ー
ポ
ン
発
行
な
ど
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
事
業
は
、
い
か

に
地
域
の
目
線
で
考
え
ら
れ
る

か
が
重
要
。
ま
た
、
長
期
的
な

観
点
か
ら
地
元
の
利
益
に
つ
な

が
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
る
姿

勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ア
イ
デ

ア
を
実
現
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ

ー
チ
や
協
力
者
と
の
合
意
形
成

は
、
決
し
て
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
実
際
、
観
光
教
育
と
い

う
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
、
受
け

入
れ
て
も
ら
う
に
は
困
難
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
苦
労
が
多

い
分
、
大
き
な
達
成
感
が
得
ら

れ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

1

23

4

5

●フィールドワークでは街を歩きながら観光スポットを巡
る。●●収集したデータや情報をもとに、活発な意見交
換が行われた。●真剣な表情で、作成した観光ルートマ
ップを発表する。●優秀作品は審査の上で表彰。小学生
が作成した観光ルートマップは、うきは市の観光アプリに
も掲載された。

1

2 3

4

5

1

23
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3

4

5

大西 康弘（おおにし・やすひろ）
OC 関東支店 プロジェクト開発部 次長 兼 株式会社トータルフリートサービス 代表取締役 兼
株式会社玉川・オリエンタルコンサルタンツ総合研究所（TOC総研） 取締役　近畿大学大学院了

山梨県南アルプス市
福岡県うきは市
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まちづくりや地域活性
化に対して、当社の社
員が興味を持つように
なりました。協働で事業
を進めるため定期的に
お会いするのですが、
アイデアや発想力、事
業の進め方など大変勉
強になります。今後の活
動に期待しています。

協力会社の声

双和電業株式会社 
代表取締役社長 
渡邉 辰吾様

答えてくれたヒト

春や秋には来園数が多
かったのですが、平成
26年度よりOCを主と
する指定管理に移行
し、年中通して楽しめる
公園へと変化しました。
初年度は5％増、第2年
度には12％増と来園数
が増加。今後の展開が
楽しみです。

行政担当者の声

北九州市役所 
建設局公園緑地部
公園管理課長
菊山 修一様

答えてくれたヒト

中埜 智親（なかの・ともちか）
OC 関東支店 プロジェクト開発部 次長 兼 株式会社オリエンタル群馬 代表取締役社長
東京大学大学院了

波多腰 太（はたこし・ふとし）
関東支店 プロジェクト開発部 プロジェクトマネージャー 兼 
株式会社フーディア 統括プロデューサー　長野県私立松本第一高校卒

熊
本
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
た
方
々
、
そ
の
ご
遺
族
の
皆
様
に

対
し
て
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

O
C
で
は
前
震
お
よ
び
本
震
の
発
生

直
後
、
被
災
の
可
能
性
が
あ
る
社
員
・

契
約
社
員
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
し
て

安
否
確
認
を
実
施
し
、
全
員
の
無
事
を

確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
B
C
P
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
、
前
震
翌
日
と
な
る

4
月
15
日
に
は
九
州
支
店
に
対
策
本
部

を
設
置
。
連
絡
体
制
、
グ
ル
ー
プ
会
社

を
含
む
全
社
支
援
体
制
、
作
業
用
品
や

支
援
物
資
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。
被

災
し
た
会
社
関
係
者
を
中
心
に
、
水
を

は
じ
め
と
す
る
支
援
物
資
を
定
期
的
に

支
給
し
て
い
ま
す
。

現
地
で
は
道
路
管
理
者
の
要
請
を
受

け
、
緊
急
輸
送
路
確
保
の
た
め
、
道
路

の
被
害
状
況
確
認
や
そ
の
後
の
巡
視
点

検
を
実
施
。
強
い
余
震
の
継
続
と
降
雨

の
影
響
が
あ
る
た
め
、
現
場
対
応
者
自

身
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
輸
送
路

の
安
全
管
理
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
地
域
の
復
興
に
向
け
た
調
査
や
設

計
な
ど
、
現
地
の
協
力
会
社
と
と
も
に

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成28年4月14日21時26分、日奈久断層帯と布田川断層帯の境界付近で
発生した前震はM6.5、深度11kmで最大震度7を観測した。その約28時間後
の4月16日1時25分には、布田川断層帯で本震となるM7.3、深度12km、最大
震度7を観測。いずれも横ずれ断層が発生の原因とされた。前震および本震の
震源地となる益城町付近では家屋の倒壊、地面のひび割れなどが発生。また、
阿蘇山週変位において地震動による土砂崩れが起き、橋梁を含む道路が大き
な被害を受けた。一連の地震により住宅の下敷きや土砂崩れに巻き込まれるな
ど、合わせて49名の死亡が確認されている（平成28年4月25日現在）。

直
後
の
安
否
確
認
か
ら
、
翌
日
に
は
対
策
本
部
を
設
置
。

今
後
の
復
興
に
向
け
た
調
査
、
設
計
に
取
り
組
む
。

地震発生状況と被災状況

北
九
州
市
最
大
の
公
園
「
響

灘
緑
地
」
の
運
営
管
理
を
通
じ

て
、
集
客
増
加
や
満
足
度
が
向

上
す
る
企
画
広
報
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
私
ど
も
の
指
定
管
理

後
、
15
年
ぶ
り
に
年
間
来
園
者

数
が
45
万
人
を
突
破
。
人
気
が

回
復
し
た
と
メ
デ
ィ
ア
で
伝
え

ら
れ
た
こ
と
は
、
励
み
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
と
の
連

携
に
も
力
を
注
い
で
き
ま
し

た
。
地
域
の
資
源
で
あ
る
農
産

物
に
着
目
し
、
地
元
農
家
や

J
A
と
の
協
働
で
、
農
産
物
を

使
っ
た
商
品
開
発
を
行
い
、
6

次
産
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

計
画
や
設
計
な
ど
の
業
務

は
、
打
合
せ
を
除
く
と
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
が
中
心
。
し
か
し
運
営

管
理
は
、
現
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
す
。
ア

イ
デ
ア
が
現
場
で
実
現
さ
れ
る

と
反
応
が
す
ぐ
返
っ
て
く
る
た

め
、
成
功
の
や
り
が
い
は
大
き

い
も
の
の
常
に
緊
張
感
が
伴
い

ま
す
。
良
好
な
人
間
関
係
づ
く

り
と
利
害
関
係
を
調
整
し
、
最

適
な
シ
ナ
リ
オ
を
描
け
る
か
ど

う
か
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
見

せ
所
だ
と
思
い
ま
す
。

施設管理・まちづくりの両輪で各種事業を展開。
主体性を発揮して積極的に投資し、雇用創出を目指す。

施 設 管 理  ＋ 地 域 活 性 化

群馬県 株式会社オリエンタル群馬

景観分野を担当後、ACKグループへ異動。同時に東京大学大学院（まちづくり大学院）にて、まち
づくりの専門知識を習得する。その後、震災復興業務に従事し社会的使命を意識するようになり、
子会社を設立。地域に根ざした幅広い活動を実践する。

来園者数の増加や顧客満足度アップに向け、
施設の有効活用や農産物を使った商品開発を推進。

公 園 指 定 管 理  ＋ 地 域 活 性 化

福岡県 響灘緑地（グリーンパーク）

包括・指定管理業務である都市公園等の企画・広報業務を担当。前職ではフードコーディネーターとして、道の駅
の管理やポータルサイトの運営管理などの経験を活かして、公園をハブとした地域活性化をすすめる。現在福岡
県六次産業化プランナー、食の六次産業化プロデューサーとして地元食材を活用した商品開発にも携わる。

オ
リ
エ
ン
タ
ル
群
馬
の
設
立

か
ら
3
年
が
経
過
。
そ
の
間
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
敷
島
公
園
な
ど
施

設
管
理
事
業
で
は
、
集
客
を
促

進
し
収
益
性
を
高
め
る
取
り
組

み
を
推
進
。
新
た
な
投
資
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
好
循
環
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ

く
り
事
業
は
、
行
政
と
の
協
働

で
ま
ち
の
活
性
化
を
目
標
に
、

地
元
企
業
の
経
営
者
と
の
連
携

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
、
2
0
1
5
年
夏
に
開
催
し

た
ス
タ
ジ
ア
ム
キ
ャ
ン
プ
。
ラ

ジ
オ
出
演
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
地
元
企
業
や
農
業
生
産
者

な
ど
多
様
な
方
々
と
の
出
会
い

が
、
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
い
く
つ
か
課
題
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
1
つ
は
地
元

で
働
き
た
い
若
者
を
中
心
と
し

た
雇
用
創
出
。
人
材
の
受
け
皿

を
確
保
す
る
に
は
、
事
業
の
拡

大
が
不
可
欠
で
す
。
事
業
経
営

は
自
由
度
が
高
い
反
面
、
責
任

の
所
在
は
事
業
者
に
あ
る
た

め
、
決
断
力
と
ス
ピ
ー
ド
感
、

主
体
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

●スタジアムキャンプは、地
元企業との協働事業。社長と
ともに活発な意見交換がなさ
れた。●若手育成のため、多
様な人材が自由な発想で意
見を交わすことができる、オ
リエンタル群馬の社内。

1

2

2

1

●1日に2,400人の動員となり、盛り上
がりを見せた「キッズダンス」。他にも
地域活性化事業として、ご当地ヒーロ
ー「キタキュウマン」の支援、NPOとの
連携によるフリーマーケットの開催な
ど、幅広い活動をしている。●地元産ト
マトを使った「若松トマトアイスコロッ
ケ」を開発。移動販売車では1個250
円で販売され、「これまで味わったこと
のない食感」などの感想をいただいた。

1

2

2

1

平成28年度熊本地震における
OCの初動対応について

緊 急 ル ポ

群馬県前橋市

福岡県北九州市
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前回好評だった、はたらく社員の“笑顔”の第2弾をお届けします。

今回もすてきな笑顔がたくさん集まりました。それでは、一挙公開 ! !
第２弾はたらく社員の“笑顔”
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自
身
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
成
長
を
実
感
し
た
出
来
事
や
、
後
輩
へ
の
指
導
で
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
社
員
の
「
成
長
」
や
「
育
成
」
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

成
長
の
キ
セ
キ

農
家
な
ど
地
元
住
民
と
コ
ラ
ボ
し
、地
域
活
性
化
に
貢
献
。

公
園
の
指
定
管
理
を
通
じ
て
地
域
活
性
化
を
展
開

1

2

3

5

6

4
北
九
州
市
響
灘
緑
地
の
運
営
管
理
は
、
当
社
が
代
表
の
3
社
J
V
で

2
0
1
4
年
に
特
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
、
入
園
者
数
が
減
る
な

ど
厳
し
い
状
況
で
し
た
。
バ
ラ
園
が
有
名
で
春
・
秋
は
バ
ラ
が
咲
く
の

で
一
定
の
来
園
者
は
見
込
め
る
も
の
の
、
夏
・
冬
の
来
園
者
増
加
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
冬
で
も
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
、
室
内

の
遊
具
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
工
夫
し
、
指
定
管
理
者
制
度
始
ま
っ
て
以

来
、
1
月
の
来
園
者
数
が
初
め
て
1
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
15
年
ぶ
り
に
年
間
入
園
者
数
が
45
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
8
分
間
の
特
別
番
組
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
、
い
ろ
ん
な
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
周
辺
農
家
の
協
力
に
よ
り
、「
若
松
ト
マ
ト
」
を
使
っ
た
ト
マ

ト
ア
イ
ス
コ
ロ
ッ
ケ
を
商
品
開
発
。
園
内
で
販
売
し
、
人
気
商
品
と
な

っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
人
が
来
て
お
金
を
使
い
、
さ
ら
に
雇
用
を
生
み

出
す
。
そ
れ
が
私
に
と
っ
て
、
地
域
活
性
化
の
目
標
で
す
。

培
っ
て
き
た
行
政
で
の
技
術・ノ
ウ
ハ
ウ
を
民
間
企
業
に
展
開
。

大
規
模
商
業
施
設
の
開
発
に
伴
う
資
料
を
作
成

入社後は営業職として中部支店、東京事業本部、北陸
支店、九州支店と赴任し、古巣の中部支店に配属され
る。現在は主に民間企業への新規開拓に力を注ぐ。

飯田 滋雄（いいだ・しげお）
OC 中部支店 
事業企画部 副主幹
拓殖大学卒

民
間
企
業
へ
の
営
業
強
化
を
推
進
す
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
の
調
査

や
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
開
発
部
門
へ
の
訪
問
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、
あ
る
企
業
か
ら
の
紹
介
で
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
四
條
畷
の

開
発
計
画
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
規
模
商
業
施
設
の

開
発
で
は
、
行
政
へ
の
開
発
申
請
が
必
要
で
す
。
当
社
が
請
け
負

っ
た
業
務
は
用
地
調
査
、
用
地
測
量
、
四
條
畷
・
寝
屋
川
の
両
市

へ
の
開
発
申
請
に
伴
う
資
料
づ
く
り
で
す
。
例
え
ば
、
造
成
や
周

辺
道
路
の
設
計
図
面
、
警
察
と
の
協
議
に
必
要
な
書
類
。
こ
こ
で

は
行
政
で
培
っ
て
き
た
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
か
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
2
0
1
5
年
秋
に
完
成
し
、
お
客
様
か

ら
も
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
客
先
が
行
政
・
民

間
と
い
う
ち
が
い
だ
け
で
、
当
社
の
強
み
を
活
用
で
き
る
案
件
は

決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
行
政
と
の
信
頼
関
係
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
さ
ら
に
民
間
企
業
の
案
件
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

液
状
化
対
策
に
よ
り
、阪
神
淡
路
大
震
災
の
影
響
を
阻
止
。

関
西
国
際
空
港
の
困
難
な
構
造
物
を
設
計

関
西
国
際
空
港
の
業
務
は
、
私
に
と
っ
て
感
慨
深
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
し
た
。
関
空
は
空
港
島
な
の
で
海
の
中
に
あ
り
ま
す
。
1

期
島
で
は
ア
ク
セ
ス
道
路
の
概
略
・
詳
細
設
計
を
担
当
。
2
期
島

の
業
務
を
含
め
そ
れ
ぞ
れ
1
年
半
ほ
ど
携
わ
り
ま
し
た
。
飛
行
機

や
車
が
行
き
来
す
る
道
路
を
、
半
地
下
構
造
で
計
画
。
空
港
は
普

通
の
断
面
構
造
で
は
な
く
特
殊
な
形
状
の
た
め
、
発
注
者
の
意
向

を
く
み
つ
つ
も
、
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
の
実
績
を
参
考
に
し
て
耐
震
設

計
の
考
え
方
を
活
用
す
る
な
ど
、
設
計
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。

そ
ん
な
苦
労
の
甲
斐
あ
っ
て
開
港
を
迎
え
た
時
は
、
感
無
量
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
開
港
の
2
年
後
、
阪
神
淡
路
大
震
災
が
発
生
。
関

空
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
周
辺
で
は
液
状
化
の
影
響
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
構
造
物
に
は
一
切
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
技
術
者
と
し
て
コ
ス
ト
を
か
け
て
も
耐
震
対
策
を
す
べ
き

と
主
張
し
た
こ
と
は
、
い
い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

技
術
的
専
門
性
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
が
課
題
。

ひ
と
回
り
以
上
先
輩
に
も
考
え
を
積
極
的
に
主
張

海
外
鉄
道
分
野
に
お
い
て
、
計
画
・
設
計
・
施
工
管
理
な
ど
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
の
大
型
鉄
道
改
修
事

業
に
従
事
し
、
業
務
調
整
と
い
う
役
目
で
P
M
の
補
佐
と
し
て
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
礎
を
学
ん
で
い
ま
す
。
現
場
で
は
、
事
務
所
の

運
営
や
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
、
調
査
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
顧

客
と
の
調
整
等
、
様
々
な
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
の
経
験
が
別
の
案
件
で
の
提
案
書
作
成
の

際
に
も
役
に
立
っ
た
と
き
に
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
鉄
道
は
大

規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
車
両
、
駅
舎
、
地

下
構
造
、
電
気
設
備
、
信
号
機
器
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
集
ま
る
技
術
屋
集
団
で
す
。
自
分
の
軸
と
し
て
専

門
性
を
深
め
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
学
ぶ
姿

勢
や
、
多
く
の
メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
も
必

要
。
こ
れ
ら
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
現
在
の
課
題
で
す
。

業
務
調
整
の
経
験
を
活
か
し
、コ
ン
サ
ル
に
も
挑
戦
し
た
い
。

ア
ド
ミ
担
当
と
し
て
国
内
か
ら
海
外
案
件
を
支
援

円
借
款
や
J
I
C
A
の
無
償
案
件
に
お
い
て
、
契
約
金
額
の
確

認
、
銀
行
保
証
手
配
、
請
求
・
入
金
管
理
、
J
V
と
の
や
り
と
り
な

ど
金
銭
面
の
処
理
や
、
銀
行
口
座
開
設
時
の
書
類
準
備
な
ど
幅
広
く

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
一
般
に
円
借
款
は
金
額
も
大
き
く
、
長
期

に
及
び
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
途
中
で
起
こ
る
い
ろ
い
ろ
な
課
題

に
対
し
、
P
M
な
ど
メ
ン
バ
ー
が
収
集
し
た
現
地
の
情
報
を
受
け

て
、
他
部
署
と
の
協
議
な
ど
調
整
す
る
役
目
も
担
い
ま
す
。
本
社
や

現
場
、
外
部
を
含
め
た
や
り
取
り
が
多
く
、
異
な
る
意
見
を
調
整
す

る
能
力
が
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
支
援
業
務
以
外
で
は
、
自
分
の
専
門

が
活
か
せ
る
平
和
構
築
の
案
件
で
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
に
2
ヶ
月

間
滞
在
し
、
社
会
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
行
な
ど
の
貴
重
な

経
験
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
専
門
の
国
際
政
治
学
の
知
識
を
活
か

し
、
コ
ン
サ
ル
の
立
場
で
関
わ
る
仕
事
も
徐
々
に
増
や
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

出
産
を
機
に
残
業
時
間
を
短
縮
し
、仕
事
の
効
率
化
を
推
進
。

上
司
や
家
族
の
理
解
と
支
援
に
感
謝
す
る
日
々

2
0
1
3
年
春
に
第
一
子
を
出
産
。
そ
れ
ま
で
は
残
業
を
厭
わ

ず
仕
事
優
先
の
生
活
で
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に
育
児
と
仕
事
の
両

立
を
目
指
し
、
時
間
の
使
い
方
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
就
業
時
間
の
長
短
に
関
係
な
く
確
実
に
成
果
を
上
げ
る
た

め
、
二
手
三
手
先
を
見
越
し
て
業
務
を
組
み
立
て
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
仕
事
の
効
率
を
考
え
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
自
身
で
成
果
を
検
証
し
、
品
質
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
試
み
を
理
解
し
支
援
し
て
く
だ
さ
る
上
司
、
同
僚
、
家

族
等
周
り
の
方
々
に
は
、
日
々
感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
使

命
は
、
地
域
住
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
こ
と
。
こ
の
使
命
を
担

う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
自
身
の
生
活
が
豊
か
で
な
け
れ
ば
、
真
の
社

会
貢
献
は
で
き
な
い
の
で
は
、
と
感
じ
て
い
ま
す
。
。
出
産
・
育

児
・
介
護
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
応
じ
て
柔
軟
に
勤
務

で
き
る
よ
う
、
労
働
環
境
の
改
善
に
も
力
を
注
ぎ
た
い
で
す
。

左）地権者説明会
の様子。
下）イオンモール外
観。オープン前日
のもの。

1988年の入社以来、関西支店一筋。約1年間、㈱オリエ
ス西日本への出向を経験。橋梁や地下構造、最近では仮
設から構造物点検、工事積算へと幅広い分野で活動する。

美島 和生（みしま・かずき）
OC 関西支店 
保全技術部 副主幹
愛媛大学卒

関西国際空港２期空港島のイメージ図。

入社後は、公園など都市施設の計画・設計に従事する。
現在は公園の運営管理を通じて、地域活性化を目標と
する指定管理業務に携わっている。

川本 卓史（かわもと・たかし）
OC 関東支店 
プロジェクト開発部 次長 兼 
株式会社フーディア 代表取締役
立命館大学大学院了

左）カラフルな色合
いのバラ園。
右）人気商品のトマ
トアイスコロッケ。

2007年入社、経理やアドミ担当として海外案件を国内
から支援。また、プロジェクトの団員として、国内での情
報収集や分析補助、現地での業務調整なども担当。

今福 繭（いまふく・まゆ）
OCグローバル 
業務支援室
神戸大学大学院了
ブラッドフォード大学大学院了

コートジボワールの紛
争影響地域で社会的調
和を目指すプロジェクト
にて、市役所職員によ
って開催された住民説
明会の様子。

大学では数学と建築を学ぶ。社会人となってからは一貫
してコンサルタントとして国際開発に携わり、ハードからソ
フトまで幅広く担当。2013年に出産、現在は一児の母。

澤下 理恵（さわした・りえ）
OCグローバル 総合開発事業部 
建築開発部 課長
早稲田大学大学院了

左）バングラ公共施
設局と打ち合わせ。
右）コンゴ民職業訓
練案件にてマイクロ
ファイナンス協定締
結。

2014年に入社後、軌道交通計画部に配属される。入
社以来、継続してミャンマー国の大型鉄道改修事業を
担当。業務調整兼鉄道計画補助として従事している。

西尾 陽平（にしお・ようへい）
OCグローバル 軌道交通事業部 
軌道交通計画部 技師
東京大学大学院了

左）昨年、提案書作
りで訪れたインドネ
シアジャカルタの地
下鉄の現場。
右）ミャンマーで同
行した調査。炎天下
の中、橋梁の健全度
を調べている様子。
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中途入社後、中部支店に配属さ
れ、補修・補強を中心に橋梁の設計
業務を担当する。現在は仕事の幅
を広げ、防災関連や総合管理計画
業務にもチャレンジしている。

内山 真人（うちやま・まさと）
OC 中部支店 
技術部 副主幹
愛知工業大学大学院了

国内外の支店や拠点、そして有志のグループでは、チームワークを高める、あるいは知見の共有のため、
さまざまな取り組みを行っています。ここではいくつかの事例をお伝えします。

チーム力向上委員会

ツール・ド・三陸は、東日本大震災の翌年からスタートした自転車ロードレースです。OCでは2013年から参

加し初年度は9名、翌年は17名、2015年には26名と参加者が増加しています。本格的なロードバイクでなく

ても大丈夫で、多くの方が現地でママチャリをレンタルして参加。勾配のある50kmほどのコースを走るのは

大変だったようですが、全員完走できました。復興の現状を知り、地域住民とふれ合うことで仲間意識が高まり

ます。またOCの企業ロゴをゼッケンにつけて走り、横断幕を掲示するなど、地域へPRすることもできました。

復興事業は今後も継続します。未来に向けた想いを共有する機会となり、大いに士気が上がりました。

陸前高田市での地域貢献をPRし、チームワークを醸成。

九州支店では都市計画・交通計画・
環境保全など幅広く担当。陸前高
田震災復興支援作業所の所長とし
て復興に携わり、現在も引き続き復
興関連業務に従事する。

山本 和幸（やまもと・かずゆき）
OC 東北支店 
震災復興推進部 次長
鹿児島大学卒

中部支店は60名と中規模の所帯ですが、所属チーム以外のメンバーと交流する機会が多くはありません。

そこで、家族参加OKのBBQ、期末に開催する旅行などのレクリエーションを実施しています。BBQはここ3

年連続で開催しており、2015年は新入社員が配属されるタイミングに合わせて6月に行いました。交通アクセ

スの良い名古屋の大高緑地公園に、40名以上の参加者が集合。スイカ割りは子どもたちにも好評で、奥様同

士の交流の場にもなっています。通常の飲み会ではどうしても仕事の話になりがちですが、外に出ることで気

分も変わりリフレッシュできます。BBQは活動予算内での満足度が高く、今後も継続していく予定です。

新入社員の配属に合わせた屋外イベントで、気分もリフレッシュ！

震
災
復
興
へ
の
仲
間
意
識
を
高
め
る
た
め

「
ツ
ー
ル
・
ド
・
三
陸
」
に
3
年
連
続
参
加

毎
年
開
催
し
大
好
評
の
B
B
Q
大
会
は

社
員
の
家
族
や
派
遣
社
員
を
含
む
交
流
の
場

新入社員との親交も深まったBBQには、家族や派遣社員を含む約
40名が参加。

インドでは州政府農業技術省に入
省。インド、タイ、米国で学んだ経験
を活かし、国内コンサルタント会社
を経て入社。案件受注に向け、プロ
ポーザル作成業務などを担当する。

Murugaboopathi Chellasamy
（ムルガブーパティ・チェラサミィ ）
OCグローバル 営業部 次長　
インドタミールナード農業大学卒／
アジア工科大学大学院・東京大学大学院了

海外業務を円滑に進めるため、外国人の政府関係者など公務員が来日されるケースは少なくありません。そ

の際、宿泊・観光・食事などを含め、当社の社員がアテンドすることがあります。便宜供与が発生すると予測され

る時には、スケジュールや予算などを事前に申請いただき、誤解を招かないよう1件1件すべて厳正にチェック

しています。何よりも信頼が優先されるコンサルタント業務において、社会の信頼を失うことは致命的。コンプ

ライアンス遵守は非常に重要なテーマです。月1回の委員会では、各部門から選出された委員で問題を共有。

また、通報社内窓口を設置し、全社員が電話・メールで直接相談できる仕組みを構築しています。

外国人公務員への便宜供与など、企業存続のリスクを防止。

流域管理や水文、水資源開発など農
業関連の業務、大学教育強化事業、
津波被害緊急復旧など幅広い業務
に携わる。ベトナム事務所長、OCグ
ローバル副本部長を経て現職。

鈴木 靖四郎（すずき・せいしろう）
OCグローバル 
コンプライアンス室 室長
東京農工大学卒

海外案件の受注に向け、今後発生するプロジェクトの情報収集、参加への意思表示、海外政府やアジア開

発銀行・世界銀行などに提出する英文でのプロポーザル作成などを担当。受注後のネゴシエーションやJV・現

地コンサルとのやりとりも行います。営業部6名のメンバーがいて、米国・インド・ミャンマー・オーストラリア・日

本と多国籍。毎週水曜日に全員が集まる機会を設け、仕事の偏りはないか、問題や悩みを抱えていないかなど

を確認し、チームの生産性向上を図っています。今後の課題は業務効率化のため、プロジェクトやCV※のDB

を標準化すること。チーム力を引き出すため、風通しの良い職場づくりを目指しています。

※CV… Curriculum Vitaeの略。履歴書のこと。職歴や実績などが記載される。

リーダーという立場で、メンバーが発言しやすい環境づくりを推進。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

委
員
会
を
設
け
て
、問
題
点
を
積
極
的
に
共
有

週
一
度
、全
員
が
参
加
す
る
M
T
G
を
行
い

担
当
業
務
の
確
認
だ
け
で
な
く
、悩
み
や
課
題
を
共
有

多国籍なメンバーたち。英
語でのコミュニケーション
が多い。

3名のコンプライアンス室
メンバー。社内の啓蒙活動
に力を注ぐ。

左）18.5kmのファミリーコース、49kmの健脚コースから選べま
す。風を切って走る気分は最高！
右上）横断幕にはOCのロゴ。しっかりと地域住民にPR。
右下）2015年には、関東支店からもご参加いただきました。



私 ゴと トシ
P r o j e c t  S t o r y

プロジェクト・ストーリーを通じて、社員の“情熱”と仕事の“やりがい”を紹介します。

チーム力向上委員会
チームワークを高める、あるいは知見の共有のための取り組みを紹介します。

社員の「成長」や「育成」に関するエピソードをご紹介します。

成長のキセキ

中央設計技術研究所の お問い合わせは
こちらまで

TEL.076-263-6464（代）　FAX.076-263-6922
mail.cs_webmaster@cser.co.jp

32 31

プロジェクトに関わったメンバーたちと。

所
属
チ
ー
ム
で
は
主
に
、
上
下
水
道
の
処
理
場
施
設
や
ポ
ン
プ

場
施
設
の
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
種
と
し
て
は
土
木
・
建
築

か
ら
機
械
や
電
気
ま
で
多
岐
に
及
ぶ
た
め
、
技
術
へ
の
幅
広
い
理

解
が
必
要
で
す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
技
術
職
で
す
が
、
だ
か
ら

こ
そ
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
実

際
、
常
に
お
客
様
の
立
場
で
考
え
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
、
業

務
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
あ
る
下
水
道
長
寿
命
化
計
画
の
途

中
変
更
に
お
い
て
、
書
式
な
ど
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
承
認
側
（
県
お
よ
び
国
）
が
理
解
し
や
す

い
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
自
分
な
り
に
お
客
様
の
意
向

を
判
断
し
て
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
想
定
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
承
認

さ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
報
告
書
や
協
議
資
料
の
作

成
で
は
、
お
客
様
か
ら
レ
ベ
ル
の
低
い
指
摘
を
受
け
る
前
に
、
気

付
い
た
時
点
で
自
主
的
に
修
正
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

技
術
職
だ
か
ら
こ
そ
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
実
感
。

常
に「
お
客
様
の
立
場
に
立
つ
」こ
と
を
意
識1992年入社後、本社にて下水道管渠や下水道処理場

などの計画や施設設計を担当。その後、富山事務所勤務
を経て、再び本社で上下水道の施設設計に従事する。

山崎 隆二郎（やまざき・りゅうじろう）
施設部 部長
金沢大学卒

グループ内のコミュニケーション不足を解消するため、毎週の週初めにグループ会議を実施。ここで各

メンバーの課題点の報告や人員の配置調整などを行い、全員で情報を共有しています。的確な人員調整

により、業務処理の効率化や生産性の向上につながっています。また、さらなる品質向上に向け、図面の統

一化を徹底。文字の大きさ、線の太さ、寸法などを揃えて図面の見やすさを追求しています。これにより修

正指示が減少し、お客様からもお褒めの言葉をいただくことが多くなりました。生産目標が上昇するなか、

今後の課題はスピード化です。そのためには業務の標準化やマニュアル化の推進が不可欠。創意工夫しな

がらグループの生産性を高めたいと思います。

業務処理の効率化や品質向上に向けた取り組みを推進。

週
初
め
の
グ
ル
ー
プ
会
議
で
情
報
や
課
題
を
共
有

生
産
性
を
高
め
る
た
め
図
面
の
統
一
化
を
徹
底

部所内ミーティング
の様子。

当社が一貫して設
計に携わっている
下水処理施設。

下
水
道
事
業
に
お
け
る
経
営
の
健
全
化
を
目
指
し
、

効
率
的
な
維
持
管
理
を
図
る
た
め
の
戦
略
を
提
案
。

営業本部 企画管理室 室長
東洋大学卒

石黒 浩一
（いしくろ・ひろかず）

本社で下水道計画、実施
設計業務に従事した後、
出先事務所の設計を経
て営業本部へ異動。現在
はプロポーザル責任者、
戦略的商品開発および
企画提案と計画業務を
担当。

技
術
だ
け
で
な
く
人
的
・
財
政
的
支
援
ま
で

専
門
知
識
を
有
す
る
企
業
集
団
へ
成
長

　
富
山
県
滑
川
市
で
は
、
下
水
道
事
業

の
地
方
公
営
企
業
法
適
用
に
係
る
業
務

が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
基
本
計
画
策

定
、
資
産
調
査
・
評
価
、
シ
ス
テ
ム
導

入
、
移
行
事
務
支
援
な
ど
一
連
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
単
に
下
水
道
施
設
の
維
持
管
理
で
は

な
く
、
財
政
状
況
の
明
確
化
や
経
営
の

健
全
化
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
対
象
施

設
は
処
理
場
3
ヶ
所
、
ポ
ン
プ
場
3
ヶ

所
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
場
22
ヶ
所
、

管
路
約
2
8
0
k
m
と
膨
大
。
そ
こ
で

工
事
図
書
を
確
認
し
、
全
工
事
を
リ
ス

ト
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
精
緻
で
効
率

的
な
検
討
を
実
施
す
る
た
め
、
当
社
の

資
産
調
査
・
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活

用
。
さ
ら
に
、
①
簡
易
手
法 

②
標
準
・

詳
細
手
法
と
い
う
2
ス
テ
ッ
プ
方
式
を

と
り
、
基
礎
条
件
の
早
期
確
定
を
促
し

ま
し
た
」

　
そ
う
語
る
石
黒
は
、
主
担
当
と
し
て

受
注
ま
で
の
企
画
提
案
に
携
わ
り
、
実

務
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
照
査
技
術
者

と
し
て
参
画
す
る
。

「
客
先
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
過
去
の
実

績
か
ら
、『
課
題
と
解
決
策
』
と
い
う
観

点
で
整
理
し
、
新
た
な
技
術
提
案
書
と

し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
財
政
健
全
化
に

向
け
円
滑
に
着
手
で
き
る
よ
う
、
事
務

的
な
移
行
支
援
に
留
め
る
こ
と
な
く
、

中
長
期
経
営
戦
略
の
策
定
を
提
案
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
職
員
と
当
社
の
一
体

的
な
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、
3

段
階
の
職
員
研
修
を
実
施
。
さ
ら
に
、

円
滑
な
合
意
形
成
を
目
的
と
し
て
、
協

議
会
の
発
足
か
ら
運
営
ま
で
を
ト
ー
タ

ル
支
援
す
る
と
い
う
独
自
提
案
を
行
い

ま
し
た
」

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
評
価
さ
れ
、
下
水

道
台
帳
シ
ス
テ
ム
を
他
社
か
ら
の
入
替

に
も
成
功
。
今
後
は
シ
ス
テ
ム
を
活
か

し
た
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
提
案

も
可
能
と
な
る
。

　
今
後
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
に
つ

い
て
、
石
黒
に
伺
っ
て
み
た
。

「
I
S
O
5
5
0
0
1
認
証
取
得
に
参

画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
持
続
的

な
上
下
水
道
事
業
へ
の
貢
献
と
し
て
、

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
事
業
経
営

戦
略
計
画
な
ど
新
た
な
業
務
に
つ
な
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
方
公
営
企

業
法
の
適
用
で
財
務
規
定
な
ど
範
囲
が

拡
大
し
、
人
的
・
財
政
的
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
専
門
知
識
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、

官
民
連
携
に
よ
る
管
理
運
営
の
役
割
分

担
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
を
含
め
た
提
案
力

が
勝
負
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

　
事
業
の
上
流
・
下
流
ま
で
幅
広
い
興

味
と
探
究
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
│
。
若

手
社
員
に
そ
ん
な
言
葉
を
贈
る
石
黒
の

挑
戦
は
続
く
。

資
産
調
査
・
評
価
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
な
ど

膨
大
な
業
務
に
対
し
て
効
率
的
に
対
応
。

左）毎週行われるグループ会議では、率直
な意見交換がなされる。
下）標準図面作図規定の一部。更なる標準
化の推進を図る。

入社後は、主に下水道終末処理場
の設計に従事する。土木分野を中
心に業務を担当し、近年では耐震
設計などに携わっている。

坂本 信弘
（さかもと・のぶひろ）
施設部 課長
金沢工業大学卒



私 ゴと トシ
P r o j e c t  S t o r y

プロジェクト・ストーリーを通じて、社員の“情熱”と仕事の“やりがい”を紹介します。

チーム力向上委員会
チームワークを高める、あるいは知見の共有のための取り組みを紹介します。

成長のキセキ
社員の「成長」や「 育成」に関するエピソードをご紹介します。

ジェーエステックの お問い合わせは
こちらまで

TEL.048-834-6873（代）　FAX.048-834-6874
mail.sohmu@jstech.co.jp

34 33

左）堰に設置されたゲート施設。
右）狭小な施工ヤードという悪条件を、新たな技
術で克服した。

左)仕事が多忙でも、大
好物の甘いものには目
がありません。
下)狭隘な施工環境にお
いて採用した沈埋工法。

厳
し
い
用
地
条
件
を
考
慮
し
、
施
工
計
画
を
立
案
。

限
ら
れ
た
工
期
で
希
望
ど
お
り
の
「
堰
」
が
完
成
。

春日部支社 
技術部 
新潟大学卒

横井 憲
（よこい・けん）

新卒でコンサルタント会
社に入社し、約13年間
勤務した後、ジェーエス
テックへ。一貫して河川
構造物の設計業務を中
心に活動している。

現
場
で
の
整
合
性
の
高
さ
な
ど
が
評
価
さ
れ
、

埼
玉
県
か
ら
表
彰
状
を
授
与
。

　
東
川
は
、
埼
玉
県
所
沢
市
を
流
れ
る

柳
瀬
川
の
支
流
で
、
荒
川
水
系
の
一
級

河
川
だ
。
市
街
地
を
流
れ
る
流
域
は
ほ

ぼ
護
岸
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
大
雨
に

よ
る
被
害
が
懸
念
さ
れ
て
き
た
。
地
下

河
川
へ
の
流
量
を
考
慮
し
つ
つ
、
水
位

を
下
げ
る
た
め
の
工
夫
が
必
要
と
な

る
、
河
川
改
修
工
事
の
主
担
当
と
し
て

横
井
が
行
動
を
開
始
し
た
。

「
堰
の
詳
細
設
計
全
般
を
担
当
し
ま
し

た
。
ア
パ
ー
ト
や
民
家
が
近
接
し
て
お

り
、
施
工
ヤ
ー
ド
が
狭
小
。
さ
ら
に
、

地
盤
が
固
い
な
ど
現
場
条
件
が
非
常
に

悪
い
な
か
、
ど
の
よ
う
な
方
法
・
手
順

で
構
造
物
を
施
工
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

限
ら
れ
た
工
期
に
対
応
す
る
た
め
、
現

地
状
況
を
ふ
ま
え
た
詳
細
設
計
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
」

　
条
件
・
工
期
と
も
厳
し
い
状
況
で
、

課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
ど
ん
な
対
策

を
練
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
ま
ず
は
、
東
川
地
下
河
川
事
業
に
関

す
る
既
往
資
料
を
読
み
、
こ
れ
ま
で
の

状
況
を
把
握
し
ま
し
た
。
複
数
回
行
っ

た
現
地
調
査
で
は
、
厳
し
い
用
地
条
件

を
確
認
で
き
た
の
で
、
施
工
計
画
が
ネ

ッ
ク
に
な
る
と
判
断
。
流
入
立
坑
施
工

時
に
課
題
で
あ
っ
た
、
家
屋
が
隣
接
し

て
い
る
箇
所
へ
の
ゲ
ー
ト
施
設
の
設
置

に
対
し
て
、
土
留
鋼
矢
板
を
残
置
さ
せ

る
こ
と
で
対
応
し
ま
し
た
」

　
施
工
に
関
し
て
新
た
な
工
法
の
存
在

を
知
っ
た
こ
と
で
、
他
業
務
で
施
工
計

画
を
策
定
す
る
際
、
検
討
の
幅
が
広
が

っ
た
と
い
う
。

　
横
井
が
担
当
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
埼
玉
県
県
土
づ
く
り
優
秀
設
計
委

託
業
務
表
彰
と
し
て
、
優
秀
賞
・
奨
励

賞
が
授
与
さ
れ
る
。

「
対
象
施
設
の
設
置
目
的
や
、
現
地
状

況
を
ふ
ま
え
た
施
工
計
画
と
の
整
合
性

の
高
さ
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
よ
う
で

す
。
打
合
せ
協
議
で
は
、
想
定
さ
れ
る

質
問
へ
の
回
答
を
準
備
し
て
の
ぞ
ん
だ

の
で
、
的
確
に
答
え
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
厳
し
い
条
件
下
の
設
計
・
施
工
だ

っ
た
分
、
表
彰
を
受
け
た
事
は
技
術
者

と
し
て
大
き
な
喜
び
で
す
。
こ
れ
ま
で

河
川
・
砂
防
な
ど
水
工
関
連
で
培
っ
た

実
績
を
も
と
に
、
今
後
は
海
岸
や
海

洋
、
港
湾
な
ど
仕
事
の
幅
を
広
げ
た

い
。
水
工
な
ら
横
井
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
存
在
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
」

　
横
井
の
技
術
者
と
し
て
の
想
い
は
、

さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
し
つ
つ
あ
る
。

地
下
河
川
へ
の
適
切
な
流
量
配
分
を
確
保
し

水
位
を
極
力
下
げ
る
設
計
を
検
討
。

下
水
道
お
よ
び
上
水
道
の
管
渠
詳
細
設
計
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
お
客
様
は
主
に
埼
玉
県
内
の
下
水
道
事
務
所
や
市
町
村
が
中

心
で
す
が
、
近
年
で
は
茨
城
県
や
千
葉
県
の
市
町
村
の
仕
事
も
手

が
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ル
と
し
て
成
長
で
き
た
と

感
じ
る
の
は
、
設
計
業
務
が
終
わ
り
、
発
注
担
当
者
と
共
に
喜
び

を
分
か
ち
合
う
瞬
間
で
す
。
仕
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
発
注
担

当
者
と
は
何
度
も
打
合
せ
を
行
い
ま
す
。
毎
回
が
真
剣
勝
負
で
、

意
見
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、
1
つ
の
目
標
に

向
か
う
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
設
計
し
た
も
の

が
完
成
し
た
時
に
は
、
改
め
て
喜
び
を
実
感
で
き
ま
す
。
今
後
の

目
標
は
、
下
水
道
施
設
の
長
寿
命
化
の
推
進
に
向
け
た
維
持
管
理

調
査
、
施
設
の
耐
震
化
や
管
更
生
に
関
す
る
設
計
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
技
術
と
サ
ー
ビ
ス

で
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

設
計
業
務
が
完
成
し
た
時
、共
に
一
体
感
を
味
わ
え
る
喜
び
。

真
剣
勝
負
で
ぶ
つ
か
り
合
う
発
注
者
と
の
打
合
せ

新卒でジェーエステックに入社。数年間は下水道管渠
設計業務や、砂防基礎調査業務などを担当する。現在
は主に、下水道計画や管渠設計などに携わっている。

木村 雅憲（きむら・まさのり）
春日部支社 技術部 主任
明星大学卒

営業部と技術部の部署間において、これまでコミュニケーションをとる機会が少なく、情報や課題の共

有化が徹底されていませんでした。そこで、現在の会社や業界を取り巻く状況を理解し、社員一人ひとりが

自覚を持ち全社のチーム力を高めることを目的として、週に一度の「TV会議」を実施しています。ここでは

技術部と営業部のメンバーが率直に意見交換し、互いの情報・課題などを把握する機会となっています。

取り組んだこととして、新たに「河川維持管理技術者・河川点検士」の資格を取得したことから、ＰＲのため

のパンフレットを協議作成し営業に活用しているところです。まだスタートしたばかりですが、社内全体に

前向きな空気が生まれつつあります。

全社員の自覚を促し、部署間の情報や課題を共有化。

TV会議は2016年か
らスタート。少しずつ
成果が出始めてい
る。

コンピュータソフト会社、中堅コンサ
ルタント、橋梁メーカーで経験を積
み、ジェーエステックに入社。営業部
で国交省・東京都・茨城県などを担当。

江原 敬一（えはら・けいいち）
本社 
営業部 次長
水城高等学校卒

週
1
回
の
「
T
V
会
議
」
を
行
い
、

営
業
部
・
技
術
部
合
同
で
情
報
・
課
題
・
意
見
を
交
換



編 集 後 記 たくさんの方にご協力いただきました。ありがとうございました。
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Spr ing

インドネシア現地法人
（PT. Oriental Consultants Indonesia）

ミャンマー現地法人
（Oriental Consultants Japan Co., Ltd.）

インド現地法人
（Oriental Consultants India Private Limited）

カタール現地法人
（Oriental Consultants Gulf W.L.L.）

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
の
秘
訣

〜
そ
の
気
に
さ
せ
る
上
司
×
や
る
気
に
な
る
部
下
〜

情
熱
座
談
会

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
新
た
な
可
能
性
の
追
求

〜
「
人
口
減
少
」
と
「
地
域
経
済
縮
小
」
の
克
服
に
向
け
た
取
り
組
み
〜

特 

集
平
成
28
年
度
熊
本
地
震
に
お
け
る
O
C
の
初
動
対
応
に
つ
い
て

緊
急
ル
ポ

私
と
シ
ゴ
ト

成
長
の
キ
セ
キ
／
チ
ー
ム
力
向
上
委
員
会

中
央
設
計
技
術
研
究
所
／
ジ
ェ
ー
エ
ス
テ
ッ
ク
の
情
熱
と
や
り
が
い

ＪＳＴ生抜き第１号、気が付けば30
代最後の歳になりました。近年は優
秀な新入社員が入社しているので、
プレッシャーを感じています（汗）。

JST 春日部支社
技術部

木村 雅憲さん 

▲

34ページ
気が付けば24年。まだまだ未熟者
です。

CSE
施設部 部長

山崎 隆二郎さん 

▲

32ページ

震災復興＠ネパールで、現地の
方々に熊本の心配をしていただき、
感謝でいっぱいです。

OCグローバル プランニング事業部
農業・水資源部 技師

竹内 夏希さん 

▲

表紙
気づけばアラサー。。。女子力上げ
つつ頑張ります。

OC 関西支店
国土技術部 技師

北村 佳世さん 

▲

表紙
インドネシア国マカッサル市での生
活が5年目になりました。笑顔を大
切に、現地の人々に喜ばれる仕事
を目指します。

OCグローバル 総合開発事業部
建築開発部 技師

石川 祥平さん 

▲

表紙
少しでも社会貢献できればいいな。

OC 東北支店
技術部 技術主査

宮内 健さん 

▲

表紙
自分の技術で社会貢献できるよう
頑張ってます！ 

OC 中部支店
技術部 技師

浅野 公明さん 

▲

表紙

何もない日を大事にしたいです。

OC 関東支店
副支店長

船越 博行さん 

▲

表紙
自宅のある熊本でまさかの震災
が・・。がんばれ熊本！

OC 九州支店
技術二部 担当次長

工藤 徹郎さん 

▲

05ページ
未来ある子供達のために誇れる仕
事を！

OC 関東支店
構造部 担当次長

高城 勇一さん 

▲

05ページ
現場の皆さんに更なるご活躍をし
ていただけるよう、がんばっていき
たいです！

OCグローバル 営業本部
営業部 課長

中澤 優子さん 

▲

05ページ
色々な仕事を楽しんできるよう頑張
ります。

OC 関西支店
総合計画部 技術主査

谷本 和久さん 

▲

13ページ

どこに行っても子供はかわいい。世
界はせまくない。

OCグローバル 総合開発事業部
建築開発部 課長

松岡 建一郎さん 

▲

25ページ
世界は広い、一人は小さい、広い世
界に向かって、皆で楽しくい行きま
しょうか。

OC 中国支店
事業企画部 副支店長

後藤 忠博さん 

▲

25ページ
みんなの癒やしの場を作れるように
がんばる☆

OC 関東支店
事業企画部

志村 真紀さん 

▲

25ページ
闘わなければ男は、負け犬にすらな
れやしないw

OC 中部支店
技術部 副主幹

渡部 数樹さん 
▲

25ページ
一人の力は本当に限られたもの。
仲間を大切に、新しい出会いを大
切にしていきたいと思います。

OCグローバル プランニング事業部
都市地域開発部 技師

古田 明広さん 

▲

17ページ

カラオケの鬼です。そのへんうろう
ろしとりますので、気軽にお声がけ
くださいまし～。

OCグローバル
事務管理部

衣川 文子さん 

▲

25ページ

日本がんばる！

OC 東北支店
震災復興推進部 次長

山本 和幸さん 

▲

29ページ
日々の仕事を地道に丁寧にやって
いきたいです。

OCグローバル
業務支援室

今福 繭さん 

▲

28ページ

日々皆様に感謝しつつ、今後も精
進していきます。

OC 本社
統括本部

笠木 美那子さん 

▲

26ページ
私のパワーの源です。圧倒される
毎日ですが・・・。

OC 九州支店
技術一部 技師

国生 昌美さん 

▲

26ページ
家族の笑顔のためにがんばる！ 

OC 関東支店
プロジェクト開発部 担当次長

篠原 雅和さん 

▲

26ページ
職場の方達や家族に支えられ、毎
日頑張っています。

OC 本社
健康管理室

糸井 香織さん 

▲

26ページ

初心忘れるべからず、可能性は無
限大！

OC 関東支店
道路保全部 技術主査

坂口 浩昭さん 

▲

26ページ




